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歴史認識を深める学習態度の形成とその指導

はじめに

昨年度まで「児童生徒のl篤史現解とその指導Jについて三か年の継続研究を実施し ，一応J終了したの

であるが今年度から次のような理由で表記の主題を取り上げて釧究するととにした。

すなわち，われわれが児窓生徒の歴史認設を深めようとして指導する際，その過程や結果を通してみ

られるととは児常生徒の認撤退程における思考の綴態にはいろいるな韮ーがある ζとである。 ζのととは

特に学習能力と民係して成績の上下において著しい相違がみられるし ，また学習や主主館経験そ逸して形

成された社会事象に対する考え方や見方が .その司会事象を学習する際における思考のしかたに大きく

影響しているζ とはよ くみられるζ とである。したがって ，児窓生縫の実態に則したきめの細かい指導

なしていくには思考傾向をより内商的な点から考察してみる必嬰憶を感じたからである。

もう一つの理由は，児童生徒の学力向上という綬点からみた場合，学習対象となる社会事象に対して

より深い考え方 ，見方 ，感じ方で学留する心的傾向が形成される ζ とが必裂である と二時えるからである。

社会思議が深まるという ζ とは単に知識そ獲得するととだけでなく，社会事象に対し ，より採し晴え方

見方を身につけると とである。そして，それがまた学習の場面において重要な学習態度としてはたらく

こと4まいうまでもない。以上のような理由から，まだ米側箔であり，多くの鍛解な問題を含む，との問

題に取り緩んでみたわけである。また， との問題は全~教育研究所連盟でも三か年の継続研究として

「学習態度の形成に関する基礎的研究」という主題で共同研究を僚始するととになり，当研究所も乙れ

に参加して研究な進めているわけである。

I 研究り構想

l 態度について

学習態度と普通にいうとき，学習場面におけるまじめな態度 ，協力性，持久性'I!どをさす壌合が多い

が.ζ乙では.そのように限定しては主与えない。ぞれは ，態度という七のが現在の研究段階では次のよ

うにいわれているからである。(11 

。態度の規定と態度形成の条件 ，オノレポー ト(Allport )の理論
オJレポートは，態度の禁木的特性安「反応、のための準備態勢jとして，さらに次のように規定し

ている。「態度は経験を通じて体制化された心的ないし神経的 (生理的 〕な懲仰態勢であって，僧体が

関連をもっ限りのすべての対象ないし状況に関して ，ζれらに対する個体の反応、を方向づけ，あるいは

カ動的に変化させるような影響力をもつものである。」とし， ~iU杉成の条件としては次の四つをあげ

ている。①経験の累積による個々の特僚的反応の結合 ，①劇的な体験に茶づく心的構造の急激かフ

持続的な体積1;化，③成長発達に伴う未分化でぼくぜんとした態度から分化された複雑な懲役への変化

@他者の模倣に基づく既成の態度の移人。

o 態度の特性 ーーシエリア(Sherif )とキマントリ ル(ClUltril)の辺総 一一

シエリアとキャン トリんは ，オルポー トσ理論を受け継ぎ， 乙れを発展させて ，態度を次のように親



定している「対象または状況に対する個体の選択的かっ固有の反応を規定する多少とも持御枕反応J準

備態勢」として，とれを他の反応準備態勢と区別するため次の五つの基準をあげている。

①態度は主体一客体の関係において成り立つものである。

①態度はイ間体が特定の対象に対して示す先天的な反応準備体制でなく，学習の結果として生ずる後

天的なものである。

①態度は感情的なあるいは価値的な性質を傍びている。態度は食物などに対しては本能的な起源を

もっているが，一面社会的な価値とか規範に関併して形成されるので感情的，価値的な性質をにな

っている。

①態度は持続的である。しかし，それは新しい事実やできごとにわて変化する可能性を有する。

①態度は一般に広い範囲の多様な刺激に関係づけられる。したがって態度形成の当初には表だって

いなかった刺激が後になって強い関係をもつようになるとともしばしばありうる。

o S-R理論による態度の規定ードYプ(Do0 b)の理論一

ドアブは刺激一反応のS-R理論に基づいて態度を解釈し次のように述べている。

①態度は直接観察される外面的反応でなく，各種の状況における多様な行動を通じて推定される内

面的反応である。

②態度は外面的反応に対して媒介的に作用するものである。刺激状況と外面的反応との聞にあって

媒介的に作用するもので，その結合関係は次のような謂式で示される。

刺激状況→態度→外面的反応

③態度は単に内部反応にとどまらず，それ自体がひとつの内部刺激として作用する。態度的反応は

それ自体が個体の中に新しい緊張をもたらし，その解消を要求するものなので他の反応の動因とな

る。

与し上は主要な態度の理論に関する要約であるが， いずれも共通しているζとは 「態度は行動そのもの

ではなく，行動への準備，傾向をその本質」とし，その行動は単に動作(外面的行動〕だけでなく言語

表現，思考，感情などの次元を異にする層を含み，どの次元の行動を問題にするかによって態度の規定

やとらえ方が異なってくるといわれる。そして，それらを最も包括的に定義したものとして前記のオル

ポートの規定が引用されている場合が多い。

0 態度の構造について

態度の構造については大別して二つあり，一つはある態度と他の態度との間にどのような関係があり，

態度相互間にどのような階層的関係があるかなどをみようとするものである。もう一つは態度を構成す

る内部のいくつかの側面，要素に分けて，その関係をみようとするものであるc 本年の研究は後者に関

係するので，後者について少しふれておきたい。竹内郁郎は，態度内の構造として評価的側面と認知的

側面，情緒的側面の三つをあげ，その関係を次のように図式化している。

[情緒的側直一一 f関心の腕
I (どう感ずるか) l方向(好き，きらいj

評価的側面一一_.1 

(どうすべきか)I認知的側面- j時間的見通し一長期的見通し，短期的見通し
l (どう考えるか) l知識 ，〆テレオタイア
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ーして ，合理的な態度には正確な事実的知識と情緒的には中立的な評価的態度が必要であると述べてお

，対象をどう穏践してきたかによって態度は呉なり，偶人の個性的なものの見方が形成されることが
2} 

が強E局されている。

B 学習態度について

学習態度も態度の中のひとつとして今まて・述べたような観点からいうなら「古学習場面においてある行

!の傾向を示すような反応の準備態勢」ということができると思うので ，一応現段階でほとのように規

!してお〈。しかし，との行動とは忍湾，感情.など次元を異にした層を含むことは帥こ述べた通りで

るe橋本重治は教科(J)目標とする学習態度には越を具にした態度があるとし，その一つは社会科にお

る社創包態度(社会事象に対する価値観的，思想的態度)や理科における科学的態度などをあげ，第

工学習における協力的態度，責任感，研あ心，まじめさ ，持久性.集中性というようなどの教科にも

E逸する学習態度をあげている そこで社会科の場合は学習対象が社会事象であるのでとれをさらに次
(3) 

}ように分析できるであろう。

。学習の対象となる社会現象に対する態度リ・・その若手象に対する認識，情緒自矧IJ面に基づく評価

。その社会事象を学習する際に.1iBの事象と比較したり関係づけて考祭しようとするような思考傾向

としての態度

。学習にまじめに意欲的に参加してゆく態度

そして，とれらは非常に密掛こからみ合っているわけであるが主として思考傾向としての態度を中心

して，それとの関係で社会的態度や意欲の問題を考察していく予定でいる。また会風教育研究所連盟

も学習態度合思考の形式的側面からとらえようとしているわけである。

Z 歴史S音量投と学習態度について

昨年度は歴史認識が深まるということを歴史事象についての事実の認識から歴史的意味のは鍾という

程で考察し，それを刺激一 感覚一 知覚一 認知の過程として分析した。そこで，この知覚治3ら認

の過程について社会心理学では，さらに分析し ，この過程に1-.1省略し，補足し，構成する，あるいは
(4) 

択し.どこか強請し解釈する はがらきがあり そのはトらさば .その人のもつ価値意減やヌテレオ。)'_1'-";..，1 c '''-V.J".J ， 
イプ(製にはまヮた考え方をする傾向)情緒などを含んだ態度によるもので，そのような意味で態度

経験の意味を決定する といわれている し介がって態度は認揃v左右されるとともに認裁にも影響・(φ 。 」
与えているわけである。そとで前記の態度の構造により歴史認識との関係については次のように考え

れよう。

-まじめ ，意欲， 協力性などの熊度
↓。

歴史事象を比較したり，関係を考察一一→歴史事象の理解 I " 歴史事象安正し 〈受け とItl~
¥y i干 I I→ 

しようとするなどの思考傾向としての態度 I I L I史を逸して建設的な考え方見
/ "( rn:~~~._ ~~ ...." .-1-1 

既有知識， ;ステレオタイ プ (児窓生一一斗 歴史事象に対する感じ方P方をもっ。

徒なりの先入観，価値志織などに基 、 _.J 
L 

づく 童話にはまった考え方) 歴史認識

学溜態度を厳密に分析し規定するということは非常に灘解な問題であり p今後さらに視点をしぼって
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分析をしてゆかなければならない作業でみる。本牛は第一年目であるので包括的な分析をした。

4 研究の年次計画

との研究は前にも述べたどとく三か年の継続研究である。しかも研究としては非常に未開拓の分野で

あり， かなりの単備期間を必妥とする研究問題といってよかろう。したがって共同研究も第一年次は各

研究所の自由な予備的研究の段階と したのであるが一応茨段階では次のような研究の年次計額で進む予

定でいる。

第一年次 態度についての理論研究と歴史認機を深める学習態度形成ょの問題点をは怨するための予

備的事例的研究

第二年次 第一年次には録された問題点を小心に学習態度を分析するとともに調査方法を修正改善し

再調査の実施と態度形成のための実験授笑

第三年次第二年次の僻究成蜘こ基づき，学習態度の調査方法の改善笑施と態度形成の実験授業の実

施，その理論化

そこで本年は前述の歴史認織と学習態度の関係の分析に塁走づき特定の歴史務象に対する理解傾向， 1滋

じ方 ，学習結采と しての歴史事象に対する見方やその受けとめ方の予備鈎査を実施し，その結果の考祭

を過して， 摩史事象に対する認識を深める学習惣度形成上の問題点をは援しようとした。

E 研究目 的

中学校2年生の歴史認、織における考え方，i感じ万の様態および学習結果と しての歴史¢受けとめ方，

見方の機態を学習指導との関係のもとで考察し歴史認J殺を深める学習態度形成上の間勉点をは援する。

E 研究計画

本年}ま，前述のごとく理解傾向 .感じ方の傾向 ，受けとめ方， 見方の傾向を過して問題点をは援しよ

うと考えたのであるが，その実筋にあたっては情報を受け入れ理解し，イメージを形成する過程におけ

る態度をとらえるために次のような考え方をもった。

l ことiぎによる刺激と反応を媒介する意味について

われわれは教授‘一令学習の過程を耳目撒 ，反応、の過程として考えることができる。教郊の指示，助言，

発問，説明などの涛IJ激によって児童生徒は過去の経験によって形成された記憶体制こ基づき表象し思考

し，イメージを形成したり ，感情的に反応するからである。しかし， との過穫をさらに考察するなら次

のような特色がみられる。

①児章生脱の受ける刺激時象そのものではなく，ことばという記号による場合が多いこと。

① それによって生ずる反町こも，ことばの指し示す鞍， そのものに関する獄とそれに的価値

意識や情緒的なものを含んだ解釈された庖での反応があること。

① そして， その臨時際の輸識に接した場合の瓦応に部分的にひとしいものがあること。

たとえば ，線千というととばのお撒を受けたとき .すっぽい感じがして唾液がわいてくるということ

は梅干を食べた締換に基づき ，その色，形状，脚註どを想起するが ，特にその味が記号の刺激によっ
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て短絡的に内部刺激を起こし，唾波がでるという現象を引き起こすといえるη との場合短絡的jこ内部

刺激;によって起とされる反応は実際の行動の一部分であるが故に， オヌグアトはこの過程を代，型(表)

的射 線。)している。ととろが京阪して与えられること出これでは児童扶が直接事象に援し

ていないものがあろう。 この場合は過去に崎いたり 2J絵を見たり した茨有経通貨によって反応するわけ

で，それが刺激の記号に対する意味となって内保刺訟を起こすといえよう。とのような点から

①測隊と反応を媒介しているものは意味であり，その意味は個人の経験，知識，価値意絞 ，感情など

によって相迭する場合もある し.共通的な傾向を示す場合もあろう。といえる a

Z 歴史学習における媒介過程

われわれは歴史事象に直接援するζとばむきない。 したがって刺激と反応を媒介する怠味もまた一つの

記号であるということができる。たとえば秀吉という刺激により，関白 ，太摺，大阪城， など一連の記

号が想起され，それが内部刺激となって反応を起こすといえようοそとでE霊史事象を示すととば(歴史

的悦念)の刺激を与えた場合， 次のような二つの反応を売誌をするととができょう。

①どういう歴史轍 fこれも一つの記号でね汁想起するかという反応

①媒介過程により解釈された次元での反応 ，

そして，G)，①ともに学型前でも悦有知誠や主主活経験.あるいは続念を示すことばの意味などから反

応するととが可能であり ，その考霊祭によ って生徒がどのような態度で王寺え，感じとろうと しているか考

察することが可能であり，学習を過しての変化を主撃事裂するととにより， 生徒が指導の刺激をどのような

態度で認識し，感じとっているか考察するととが可能であると考えた。

5 研究仮説

生徒が，絶対視しやすい歴史的概念や ，現在の価値意識によってとらえやすい溢史的概念を選び ，そ

れを示すことばの滞l撒により，次のような点から考察を進め学習態度形成上の問題点舎は援しよ うと考

えた。

。 学習首，過程， 後において学習内容である歴史的概念を滞IJ激怒として与え，その概念に含まれる原

因， '粧Il!，給衆 ，影響などの筏史事象をどのように関係づけようとするか ，その傾向を下記の点から

検討することによって隆史事象に対する理解の傾向とその背後にある学智態度の問題点をは爆できる

のではないかと考えた。

ア.学習前において関係づけようとする者の多い燈史事象

イ.学漢を過して関係づけようとする者が多くなる際史事象と少ない皮史事象

ウ.Eのような理由で関係づけよう とするか。

エ.以上の点について学業成績によりよ位鮮，中UI.若手 ，下位群と分けた場合の相違

①学習前J邑程辞において歴史事象をどのように解釈し，どのようなイメージを形成したかを下記の点
から検討することによって，生徒が歴史事象を解釈し，感じとる意識や指導上の問題点をは爆できる

のではないかと考えた。

ブ.学警部の傾向と学:習後の変化

イ.強く 感じた理由
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ウ.よ，中， 下fI'l群に分けた:場合の相違

①学習の結桑 ，その廃史事動こ対して， どのような考え方をもつに登った治為の意見調査を災施し，そ

の給条を検討することにより.歴史をどのように受けとめているか問題点そは援できるのではないか

と考えた。

N 研究方法

工 対象とした学校，学級

東新中学校 ，第2学年 2学級， 1 0 5名 ，その中で欠席者を除き 100名を対象と した。

上 .中， 下位苦手の介類は.第二学期に実施した社会科テ〆 ト三回の結果および学校で実施した知能テ

スト結果と担任教諭の意見を参考Eこして次のように分けた。

よ位若手 5日名 (努 15女14) 中位群 4 0名(男 2口女2日)

下位群 30名 (男16女14) 計男 52名 女48名

2 研究した歴史的概念

自由民権運動および日露戦争 これを選んだ理由は前者は比較的，絶対視して考えやすい概念であ

り，後者は戦争に対する現在の価値憲議をあてはめて考えやすい概念である上， 一面，政治や戦争に

対する社会的態度の形成にも重要な意味をもっ底史的概念で生徒の思考傾向が比較的よく あらわれる

のではないかと考えたからである。

S 調査方法

①仮説①について

自由民権運動 ，日銭戦争の概念については，その時代的背景となる歴史事象および原因，街昼，

結果 . 影響などに関する歴史~j裂をそれぞれ前者は 1 7 ，後者は 15選び，その他に二つの杭念に

あまり関係のない歴史事象を含め ，2 5の歴史事象に下記のような尺度をつけて調査した。

自由民権選動

2 年 組 番号( 氏名

あなたは「自由民権運動jを考えるにあたって， どんなζとをml係づけて考えなければならないと息いますか，下の尺度のと

Eろに .あなたの考えに最もあうととろを選んでO却をつけなさい。そして .T.イにつけた場合は ，そのわけをIく鎚K関係
があると思った理由を'&きなさい。

2 3 4 

強〈関係 関係が 少しll!J係 ・どちらと だいたい 隠i>が ぜったい

があると あると があるt もいわれ 関係がな ないと 関係がな
思う 恩う 患う ない いと思う 患う いt思う

-わからない

Llt 徴兵絡の実鐘 T イ ウ 工 オ カ キ

一、、、_- ) 、、、、~ 一、、
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X 1. Bs殺争 o s.自由党の結成 t::.H学制の制定 x 21t日清戦争

o ~ 大日本者間憲法の規定 x 9.下関条約 o I~.立志社 o 21長選議銃設立E、見書
t:， 4.東海道本線のDU通 0 10.商F開設争 t， 16.太陽暦Ol採用 0 22板垣]g助

o I:!. 'i誇禄の処分 t， 11.和籍条約 o 17.西欧の白lIl平等の思想 o 23.集会IJj取りしまり(集会条例)
o 6 国会の笥~ 012.国会期成同盟 60 18.新簡の発行 d 0 24.iif関政治

01.不平士旋 06  l3地偲改正 d 19 大政~.iS d 025.1;福沢 iua 

o Olllは学宮内容として予想Ucもの ゐ印 既習の事象 ×印は;t-学警の事象である。(議f舟紙には， もちろんζの記号はない)

・そ して，後述するように，自由民権達観を 3 校持に分けて I~~ したので，学習前 ， 第 1 ， 2. ， 3校時それぞれ終了したiii後(訟の校降)

民間ーの溜夜間紙を使思して調査をした。

事1ij1Hi，記入のし古・たキ.R罪史事mの緩みかたo:'指導してから紀λさせた。その際 .d(の点fc特に往怠した。
[7.イにつけた理由を書〈とぎl;t.必らず どういう関係があるのかlの織に寄〈 ζt.教科書にあったから ，とか，なんとなく，と

いう Iうな鐙自は，どうしてもif-けない場合しか蓄かないとと。 J との点は .第2• 3 • 4図自に強識した。

・ 帯Z， 3 ， 4 @13 ~こ!t，ð{Ol i うな指示を した。 。

・ 「今 ， 勉強 したζ とにより，前につけたG~J を動かすととるがあったら動かしなさい。その渇合 .7 ・ イに動かしたh ， やはり理由を

書きたきい。書〈闘は，2 el自のときは.f~由をSF く ととるの 2 の傍です。動かしたちそのO印に併と書きなさいo J 

0' r前ι舎いた理由が，まちがっτいたり，不じゅうぶんであったら，それを，書き前 しなさい。舎〈場所は3回目なら3の鴎です。j
・時間はだいたい35分前後であるeまた，鈎査にあたっては担任教諭とニ人で机鴎巡援し，質問を受け.記入のしかたを指導した。

臼鐙戦 争

日#i毅争について も閉じ方法で実施した。しか し.と め事象をji[ j査にi~ 脅する計臓が .1 校時であるので ， 調査回数民学習前と学習後の

2@lである。

。学習前の讃査はI}、単元 「悶探隠係の進展jにはいる直前で学習後のll1lf.tl線事併合を学脅しtc.iti後芯ある。

m査項目は ，目見めような歴史事象である。

01三国干渉 o 1. Qシ70Jji語下政策 013日本海12j!政 019. 小笠原諸烏の係属

[!，;t東学党の乱 。主義和箇事件 01，4世界の強留め7ジ7進出 .t:. 20. 官官J(ヨ'&i!!l議会

d.3.台湾の領有 o 9.鈴鹿併合 01阜商機太 021小村寿太郎

04日英伺弱 !::.lo.憲設の制定 LUι征F革論 心22.日本における機披鋼生産の発達

05.ルーズペルト XII.日本海品の満州進出 /:， L1.伸機の所属 023. f-ーツマス条約

!::.6自由民権逮動 t， 12..異愚紛打払令 01.8. m満州鉄道の領有 624西郷隆盛

025.朝鮮を保護する彪利

@仮説⑫Eついて

仮設邸は生徒が箆史事象をどのように解釈し ，!eじとっているかを検討するのであるが ，ζのような調査方法につb、ては，末路箔な

面があるので，最近.経演約分野で発達しているイメ-:i調査法を参考にした。 Eの場合のイメージとは特定の均点において，特定の偶

人により ， 特定の対象に対し，特定の主要な共通~元にわりあてられた判断 el e 田 entの総利 よいう意味である.との測定法と し
(8) 

ては ，1メ-1107ィJ噌 ci P (c 0 m p a n y i m a g e p r 0 f i 1 e) S • Dff占 師腕な49fあり，それぞれ
緑色をもつわけであるが，ζζでは1;ージ プロ 7 ィル E告を選んだ。その理由は. 純資事自が具体的な判断の~で提示されるので，児

盗生徒が反応しやす〈また結果も具体的でわか世やすい長所をもつからである。しかし， ζれはそれぞれの次元がぬ立しているという保

証がないのが欠点である。

を とで ，尺!ß:の対になる判訴として ， 日本語の意味尺度研究会の研究陀 工る形容詞の~ を"ぴ，自由民権運動，日露戦争のそ札ぞれ
( 1 0) 

について，その原医，経過，影響などを.どのように感じとっているか測定できるようど段下ぬような尺度を作成した。

枇たは [自蹴鞠j について J山感はすか 下山川自問山ろに仰いìt fl. ~~'o 1 
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たいへん すこし どちらでもない すこし たいへん

例 きれい 庁、

たいへん すと し どちらでbない すζし たいへん

1. tの運動

t1tl:だしい

まちがった運動

である

一~戸、、-----

き1ヒない

z. I'l自に漣1，ができた一一一一一束縛された巡動であった I 9 運動をLた考えがめ、一一運動をした考えがあが、

2 ζの迷動は活動的である一一一ーとの遜動は不活発である I 1 0 安全な運動であったー一一一危険な連動であった

4 運動の行なわれた範翻は広いー運動の範闘がせまい I 1 1 運動の方向が新ぃ、一一一運動の方向が古い

主 との速ま自の影穆は大きも、一一一舗の影響刷、さむ、 I 1 2 鈍抑制であった一一一不純在運動であった

ι tlll酬はー貧Lている一一ーとの連動的じ+んして I 1 3. tのような運動はすきだー とのような運動t1きらいど

いる I l ~. 考えかたがするどい 一一考えかたが叫い

1 やさしい運動でit>った一一一一むずかしい運動であった I 1 S. ζの運動ばよい一一一一 日 踊時い

a 積極的な~i伝一一一一一一一消極的な運凱だ

-調査方法は.仮鉱Dについての調査後 .t の謁査を~路した。調1'i回数は~の翻査と同じく 4 回で筒ーの調査用紙を使用 Lた.

.第2回目から .d.:のような指示をした。

「今日の勉強をiHτ.前にOQJをつけたととるで動かすととろがあったら動かしなさい，動かしたら，そのO印を02と書きなきい。

そして，その動かした理111を.2という婦に著者なさい.J 

白露戦争

形式は自由!1O16i通勤の場合と|司鎌で :尺度の対はF記の通りである。

L ζの殺争はただしい一一一ー との猿争はまちがっτいる I 1. 日;本は1住い 一一一一一一- a;f;tt.持、
1 長い殺争であったー一一一一一ー短い鞍争であった I s. tの鞍争はよい 一一一一ーとの磁争Ii惑い
1 そのEろの日本の大後進出 その ζ るの日本の大~U!llは I 9. 怒っζとのわかって 湯飲のわからない危険な鞍

はぬげしい おだやかだ | いた安全な駿争だ一一ーー争だった

4 戦争の~響は大きい一一一一一 戦争の影響隊小さい I 1 0. 滋争の範阻は広い一一一一戦争の範鴎はせまい

S 駁争の結果をうれし〈思う一一一戦争の結果を悲しく思う I 1 1. 戦争の係閣はm縫必一一一敏争の原創は単純だ
ιζの僻休日本が倒的に この併は制的なやむをえ II 2 ζの戦争はきらいだ一一一ζの戦争町村
起とした ず行なった紋争だ

調査持1Jl.回数tt.仮鉱Dの自信鞍争と伺様である。したがって翻査は学習の前後2@だけであるので ，α習を動かした法自は嘗かせな
ったeそして学習を通してQも印象にnつれ、る刺をーつ選ばせ，それたついτ，そζにO印をつけた理由を掛せたe. . 
0上記の恕査のうち.自由民権運動については.ー都の生徒と欽課後，密接を行なっτ反応の珂!自などを伺いた。

m仮設のめについて
生徒が学習の結果，歴史サl1i1をどのように受けとめ，どのような考え方をもつに至ったか意見鵠査を行赴う事にした。 ζれは， 自由民

総連続および日露戦争に対7る考えや感じを文章で記遣し.それに対する肯定と否定の反応を示す尺Il!:を下記のようなt正式でつけた.記

避した文1誌は仮筏)).および⑨の11査結果にあらわれた子どもの反応傾向から次のような五つの内容に蕊づく意見を自由民権運動にtU0 

r.3 .日露議争には20関を作成した。(それぞれの問題文は絶家的考察で示すととにTる)
自由民権運動について

A.史実をふまえて批判的な意見や建設的な意見を迩ベtもの

B・連動の包ιり，経過，影惨などを史実に却して客践的に述べたもめ

-8-
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c.なんkなくよいというば〈ぜんとした受けとめ方を途べたもの olm 

D.自由，単等ということですべてを信定したり美化した見解を淫べたもの 6~ 

E.反政府的，批判的言動を否定する考えを述べtもの 6~ 

al破争定ついτ

A. B露較争を批判する見解を盗べたもの 4筒

B. ヨ露鞍争の鼠1!iI.影響花関する客観的な叙速と当時の自本人の心憶を~べたもの 4111 

C.なんとな〈ょいとか葱いというばくぜんとした受けとめ方を述べたもの 4開

D.日tt鞍争を道徳的な問点かち強〈否定した見解を述べたもの 4関

E. bっと敏争をしτでも積i量的に発展したほうがよいという見解を述べたもの 4間

以上の内容の記i.Sとそれに対する意見の尺度として~のよう な形式で実絡し化。

あなたは自由民権選動の学習を過して，下のそれぞれの文ιついτどのように也っていますか，左側の尺度のと ζろに下の例のよう
にあなtの患ったとと(感じたt.1:)にあうtζるにO印をつ付なさい。

よい

そう思う

~< 

そうJ黒う

少し

d反軍締役立の脚の提出えついて

どちらで
もない

をう思わない そう忽わない

少し 強〈

1 わるい

1. 11由争率等という ζとで行t請するならすべて立派なととだと思う.

そう忠う

強〈

そう思う

少し

ーーーー一戸，戸戸-

---垣-----

どちらで
もない

そう思わない そう恩わない

少し 強く

ー-----_____ 戸----一一ヘー-ー--
認査時期11学習の終了した約10日後で，調査時笥はそれぞれ約25分程度である.

4 学習指導

...__-

It持E生徒の思考傾向を月lrJ出すには指導の条件を捨象する方絵を考えなければならないが.そうすると一面.指導上の間錫点を具体的

E指摘するζとも図鑑になる.to:l研究ItijiJにも述べた通り学習l!i導と関連づけて研究する意図をもっているので .学習俗導の過程の中で沼

査をL. そのI~瀞条件の下での思考傾向や態度形成上の問題点を事倒的に検討するととにした.

をEで， 自由民犠運動や日露喰争については.次のような針扇で指導を実鈍した。

・二学級を周-1舗が悶ー内容で問ー資料.教具を使用して指導をした・

. ~$S上の実験的意図t1例区ない.ただし .自 由民権運動については.学校放送を録音したものを利用した.ζれは，イメークの形成

巨大きな影響をもたらすであろう.という予怒をもったからである.

・指導計積拭 . 1}、ljl.元「立窓政治の発達j のtþの自由民í!Ë運動を次のように 3 校時に分けて I~噂をした.

算1~i~ 自由民権運動の起とり

第2校時 自由民健運動の高まり

l!l3校時 自 I~l民権運動の結末とその影響

・実続時期 l.ll上旬 部査は前に遊べたごとく第l校時の直前と各校時の11長である。

日;般争

• 111111元「関際関係のJfli鰻J'C. tれは次のような計磁で実施した.

第l校時 t世界の強国の7ヅ7，771)古への進出

第2校時 日清戦争

第。3校時 三鼠干渉主中間の分割

i1H校時

第5校時

日露戦争

条約~正

-講和'1..第 l酬の酬と第 q嫡のi(j後の予定であったが.韓国併合内5械はぴたので.その特直後=5校時の途中に行
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なった.

-実路時期 1月下旬

V 研究内 容

l 指導の概要

自由民権逐勤

区E 自由民宿運動が西欧の帥平等の忌附づき・当
時の務総政治区反対し鑓会政治の実現を芭ざして起きたζとを理解

させる。

L 日本が返代国家になるためには.まだどんなととをしなければ

ならなかったか (1司答)

・議会政治 ・産業の近代化 ・条約改正など

・議会が最初に弱かれたのは明治Z3年

1 議会=信会が怖かれるまでにどのようなととが行なわれたか

(~~を見τ作業， 2分.後隙答)

・長選議院設立怠見詰}が出された 1 & 7 4年

.!lii金隠設の詔勅11;出された .自由党の結成 1381i~ 

-内E号車l疫の創r.t I S 8 5年

-大日本帝国憲法の制定 I 3 8 9年

ζの中で盟会を作ろうというととをいい出したのはどれか

1 どう して， ζのような意見書が出されたのか

(教科書を晃て作業 ， 後 . 資~による筒答)

r. 意見舎を也 した人I~ • 板垣退勧 .後藤象二郎 ， 前島種箆など

イ.意見書の内容 特定の者だけによる政治をやめ.民ilJl続

を設立せよ (窓見書・・・プリ Yト)

ウ.意見奮を出した理由(怠見書かち考えさせる}

・政府が自分かってに法律を作り政治をしていた・・・縁関政治

・自由平等の怠恕

4. ¥1鰐政治とはどういう政治か (資料プリ Yトによる問答)

T.明治初期の政府ω中心人物と出身の落

イ.征1産省以後の政庶 薩，長の繋自身者による政治
ウ.土佐..lf.gijの議出身者が .ζの足際連動の中心人物

※ とのととるで運動の初期の性絡の説明が不足であ勺b

E ζの速効の思想的!!l拠となった自由平等の思想はどのような人

たちによって紹介されたか {復習および学校放送)

r. 7ランスやイギリスの息怒の影響

イ.学校放送 (録音テープによる)

・ 西~の怠恕主:身につけ . 新しい日 本 を作ろうとした'If:党者

復沢議官.加議弘之，活 用

・福沢論吉の思怒の紹介

-歌米の考えを積極的に取呼入れ.r学院のすすめJを持わ
す

. r学輸のすすめjの内容.般に書き出しの『天法人の上に

人を作らず人の下K.人を作らずjを紹介

1]. ~IJI!. 今の紹介された人はどんな人か

邑 とのような忠怒に抵づいて民選議員を設立しようとする運動を

自由民権運動というととの誕明

区亙|自力員権運動が腕時批もかかわ肘倒的な蹴

:l勤として発展したととをE雪解させる・

1 1i習

・ 民選議l!i設立意見書 . ~閥政治 ，西欧の自 rB平等の思想の影響

2 自由民権運動は，どのように広まったか

7.学校放送 (録音テープによる)

・隠〈要点を示す，何によって広まったか.どのように広ま勺

たか

・どんな致治団体に発展したか

・父と子の対話によっτ構成一意昆書の内容が号外によって

知らされたとと.人民も天下の政治11:#加すべきである，と

いう内容についての問答

・徳富護1Eの自叙伝一 ，演説会.ii簡などで広まり .飽会.

自由民権，梅利，義i.I!l!l.阪湿などという文字ι引きつ
けられた

・北は:lt潟道.mは九州まで全国自ちに広まっt
-明治13年 国会M成同盟ができる

イ.どのように広まったか (問答，教科書利用)

， ~高間.号外 ， 演説会などにより .Jt 11北海道から街は九州ま

で広まった そして包会期成日it民できt

・どういう人たちが参加したか (教務審で作業，後鈎答)

員包方の泡主.貧.11.i工案者，不平士銀.女性では景山菜

子

・どうして士族がt加したか説lIJI 俸穣の処分，徴兵舗など

で苦身分割皮にささえられ武士が政治のしかたに不満をもっ

たこと

'il!主，貧箆は地相改iEitよって高い稜をか付られ.それに伴

って小fr.叫が高まり~齢L此に不誌をもったととの夜明

.定工業者は政府に関係の漂い特定の大義人だけがたいせつに

され.また，紙幣発行による1'/7むなどで政治のしかたに

不績をもった

・どのような同体として後展したか {教科書で作業}

意見書官砲してから， 5. 6年の期飽で立怠社-l園者一

箆会期1ま同盟として発展

E 政府伐とのような運動の発援に対して.どうしtか

Y.学綬放送 (録音テープ)

・対話の形式で』脅威される 集会条例ゃ新槌条例をffり，連動

の記事を識せた編集者は.豚箱にぶちζまれた

- 1 0-



。・大薮のm成問患の集会の弾圧，モの結果かえって起動が盛り
上がり反~府的になったとと

イ.政府のとった対策を整理t..教科書のきし絵で説明

・集会をもっ場合.3目的にf，ilけ出るとと，屋外で集会をもっ

てはいけない

・集会をちっτいいか慈いか，集会を途中で止めさせる権限を

その抱方の警察努長がもったとと

. tJ'i~-r自白 民権運動が疋しい . というような記事を香〈と編

集者は，依頼にぶち込まれたζとなど

1 1ll 3 &~1酬例制Qjjðh . 致抑制へ品だが・
5主党院のJHIゃ政府の弾圧によりまE勤が衰えたととをi¥llfRさせる。

l 篠宮

・民滋運動の広まり，参加Lk人たち.政府の鳴丘

2. 学校放選 (録音テープ)

街く要点を示す，政府はどうしたか..!主権i!I!勤の発展，その影

響，対話形式による橋成

・伊i降文t岩倉具線の対話 醤会隣設の約束をして民権を認め

そのかわり義務でしはるう

• 1 & 3 1年，図会孤設の詔効，発せらnる
・それに対して.民権運動の偽で国会開設に備えて自自覚や立憲

改進党が結成され化

.@'1Ifの郵圧はます主すきびしくなり ，それに対し綴島事件.秩

父事件などの長続事件がおきる

・自由民議選勤はひるむことなく進められ.1:の結果.明治22 

年憲法が発布され翌年国会の~設をみた

3. そのfi理

7. 10年後に国会を関〈という約束をした

十それに対[.，.民権運動の側では自由党，立憲改進党などの政

党を作って混備した

ウ.Ji;響として，大日本帝国憲法が発布され笛会が00かれた

!. 自由党.立憲改進党はどのように作られたか

7..自由党について (教~1舎で作業，後問答)

中心 tfi恩返助 1 & 8 1 年 .7 ランスの.民~.ffi.恕の影~を受

けt結成

イ.立憲改進党について (教科書で作輩.後問答)

中心大殻軍信 1 S 8 2年 イギリスの立憲政治を手本とし

て結成

E 政:ltlt.どのように発展したか {教事I~を読ませ問答)

1.政府の弾圧がきびしくな町，世の中が不景気にな4 た

イ. 二つの政党仕分~l . 1>るい1'1解散した

.，.その漂白を~~月

・自由tに参加した人たちは，いろいろ階。留が異なっていた，

をとで世の中が不景気it:.なるにつ九τ，貧密なλたちは生活

に限って暴動をおζすようなととがおきた

-政党問志の関係がうまくゆかず感情的に対立した

.板廃退勤tt.三弁の俊助で，外国へi古学した

・新潟県における高同事件(新潟目線の「太議を求めてjを使

用) 夜回事件の中心人物，赤井のととについて新聞記事を

読み説明

・大限電信t1引退し， 立ii改進党は分裂する

.運動は尻つぼみになっt衰えた

6 しかし， ζの運動は日本の政治の近代化に大きな影響を与えた

B露戦争

，糊蹴関腕展l互豆E
日舗数争後.A本除外国の進出政策とぶつかり三留干渉を受けた

とと .驚が列;!lの進出によって実質的な敏良織になった事憶を理解

させる。

L 復習 日常戦争の原凶.結果.下僚条約など

1 日清戦争後， 1 0年たつと日露議争が起きるが，モれまでのT

ジ7のようすが.どのように変化したかをみよう

7. 1 0年間の筒に日箆滋争に|剣係のありそうなできどととして

どんなζとがj;るか (年表を見て作業)

・三国干渉.Jt常事変，日英同J

3. 自白骨絵争の給柴，外国が日本に対して，どのように動いたか

(教科書を読ませ問答)

r. 0シ7.7ランス，ドイツが朝鮮の独立をおびぞかし，東T

デTの平和をおび平かす.というt!J由で日本に滋東半島を返さ

せた

イ.日本の国民感情・・・残念がり政府をせめる@しかし.当時の

国力では.とれをはお返すととは総理であった

ウ.その~桑 ， 軍事産業にカを入れて*僚の充実を凶る {資料

プリ ントにより清からの賠償金の使途を読みとらせ詰甥}

エ.とのようにしたのは， どんな国を考えているか・・・ロシ7

4 戦争に負けた骨骨I!:対する国民の窓識はどうか (教科書利用)

r.箆長の中に斡劉人や清包人をあなどる者がいた
イーいっぽうでは，との次1'::.という気持で軍備を充実した

E 戦争で負けた治拡，どうなったか

1.ねむれるm子といわれた請が小雪の日本E負けた ，というの
でどのように列図書、ら侵略されたか ('~mの中国選出の地図

で汚えさせる)

・それぞれ港湾.鉄道，などをあげて，どこの倒にと内れたか

いわせる

'?i，強のゆ図における勢力給樹を読みとらせる

'i¥東半島はロシ7に.11リカも進出してきたととを指鏑す

る

6 清のとのような状態に対して，どんな連動が箆内でおきたか

r.陣内で留をたてなおそうという逮動がおきτきた

イ.立憲政治HIざした康有為らの改革は失敗に終わった
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t 外密入t排斥しようとして1l済事変(義和館事件)がおきた

{教科~と資料プ ザ Y トによる問答と説明)

7. 外留人の!ß:fi'~!詰iとして 1t滑雪量袋(義前1同事件) がおきた

イ.北京から貧河の北側，南満州あたりが長もはげし;かった

ウ.Jt京には各国の大{i!鎗，公使館があったから外国もだまって

いず也兵した

エ.日本lt.金保の約三分のーの兵力を也兵した

オ.i利回事件を各民の人たおはどう見たか.当時の司令官、)f!

人の怠見をプリYトし読ませる 締ゃ常国人が非常に~~き t1，

ていたζとを指摘する

巨~
1. tHI 

- 三~干渉， 中国に対する列強の進出 . :Jt 清'!l~

2. 1t議事laの諸外国のようすはどうか
7.ロシ7はどうしたか (数字lさ?で作業 ， 後関~)

0 I1i'711.兵を満州にとどめ.鉄道をしき輪車1に進出しようと

した

，また，そのζろ中央1')rから印度へも進出しようとしてい

た今

イ.イギリスはどうであったか

・イギリλttイYドとどういう隠係にあったか・・・!憾民地

.イギリスと日本は日英肉穏を絡んだ

1 R英罰留はなぜ13ばれたか (説明)

7 ロシ7の治指iかç.，~鮮に進出 し ようとした政策It日本に影響

したl..，イギリスも誉議した

イ.イ/1-'に進出しようとする政策でも4ギリス/:ovTlt対立

Lた

ウ.ヨーロッパでも ，イfpは，ロタ7.7予ンス;'y1'Yと

対立していた(日 ， イギリス ， 0 シ7 の際係際世板脅してl~勢)

エ.日英同.!の内i(資料プリン トで純明) 互いに戦争が怠き

たら助け合うとと ，0シ7を巨約にしているとと

4 当時の日本国内における世論 (説明)

1.三留干渉yJ後，ー般的にロシ7と戦うべきだという怠見が強

カ勺た京大工学部教授簡の)ii6Jl.ii!山読のa(免，当時の新関紅

白1ヒi受容の紹介

イ 反議論 内村簸三の反議論，万朝報.平良締聞など.幸徳

牧水の怠見

t 戦争はいつ始まり，どのような経過をたEっtか

Y . 殺争~'.lいつはじまって，どとが戦場か{教持番で作業，後m

闘でj~滋)

・おもな銭湯は南満州 ，旅I)i_.奉夫の戦い，日本海海戦(パル

チ ッヂ緩~の経路 ， 戦いの結果)

イ.滋賀および領警 (日本，およびロシ7の協容の統計プqント}

・獄死者It日本が約2iき，負傷者ItlまI:i同じ

・11:用は約20 ~置 ， そのとるの日本の歳出n約 i 億 . 2 0 ~分

を使う

ウ.結果 日 本 tl~ま貸.兵力絞かず ， ロ シ 7 では園内で皇帝に対

する反銃遜動車:超音τくる

S. その結菜，どのような講和がなされたか

T. )~ーズベ Iν トの仲裁

イ.ポーツマヌ条約の内容.(教科答T作藁.t員劉答)

ワ.筒鈴太を領土に加え .関東剣のKl傍権主穏，街満州の鉄道を

譲り受ける

エ.この結果，日本の努力が両日続州へ{申びるζとになった
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2 歴史事象に対する理解傾向と学習態度

とこでほ，まず歴史毒事象に対する理解傾向からその背後にある学習態度を考祭し，ついで以下の節で

その理解状態と関迷して皮史事象に対する感じ方 ，見方の問題を検討することにする。

β}関係づけようとする震史恵袋からみた理解傾向と学智態度

仮政Dに関する調査結果を，生徒が関係づけて考えなければならないと したもの(つまり，ア，イ，

にO印をつけたもの〉をよ，中，下位瀞$.回数毎に集計して示すと1図および2図のようになる。

これをIで示した指導条件のもとで，生徒の思考憤向を考察することにする。

① 学習前において関係づけようとする駒ま既有知抑制こととばの矧が似ている@都多い。

自由民権運動では板垣退助が学習前から多いがこれは既有知裁によるものである。その他多い事象を

見ると自由平等の，思想，自由党， 凪会など自由，民権などのととばの茨現が比較的似ている事象であ

る。日露戦争では .そうはっきりした傾向を示していないが，ロシアの南下政策，日本海海戦などは

その傾向を示すものといえよう。

札とのことは，生徒が耽念形成の初期に必いては既有知識によるほか ，ととばのもつ意味を媒介に

して事象を結びつけようとする傾向があるといえる。とれは ，関係ありと半l断 した理由を検討すれば

さらに明瞭になるので後で検討することにする。オルボー トは，思考の償性として，個々の事象を類

現化し.似たような見出し項目の中にその事象を位鐙づけそれに したがって行動しようとするはたら

さがあることを指鏑し ，とれをカテブリ ーとよんでいる 生徒が概念形成の初期には自由 ，民格，n 1) 
~動とい う ようなととばの意味から一つの群と して関係づけよ うとする傾向が見られるわけである s

日露戦争では，事前のbι応が一般的に少ないのは内容が複雑な上 .既有知識が乏しいこと .ことば

の意味から直接結びつけられる事象が少ないこと.また調査になれてきて，最初はわからないとして

おこうという意識がはたらいたのではないかということも考えられる。日本海海戦を関係ありと戦断

する生徒が案外少ないことは現代の生徒がもっ知識の性絡を示しているといえよう。

① 学習を通して ，関係づけようとする者時くなる鰍ほ働や鰍を示す表面にあらわれる斡で

ある。 自由民綴i臨 1では .E志社，国会期成同銀，など政治結社の名称"民選議佼設立意見書.集

会条例(取りしまり)藩閥政治 ，などである。

日滋戦争では， 講和条約に関係ある人物，名称，領土，日調司盟などである。

とれらから次のようなことが考祭される。

アー統念に含まれる関係がいずれも明瞭な事象である。

イ，自由民権速効では，これらの事象は学校放送のドラマふうな構成の中に盛りとまれた内容で生徒

の印象を深めていること も否定できない。

ク，次に政治結社の名称とか，講和条約に関する事象に敏感に反応する思考傾向には ，テ」ス トに対す

る浴在意識というものがないだろうか，ということが考えられる。箇接において，ある生徒が 「

記憶力がないので歴史は苦手だ.それでともかく.1まずおぼえようとするととに努DするJとい

った。この点を{也の生徒にも聞くと「自分も伺じです」と答えている。笑i:lとのあたりに大部分

の生徒の陵史学習に対する根本的な構えがあるのかもわからない。たとえば，日本海海戦が案外
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J話1J日せず，条約に鈎する人物 ， 内容 ，名称など鴻加していることは，戦争のととよ りテストに~

する知識的なものにウエー トをかけている生徒の意識があるのでないかと考えられる。

舵念に関係のゐる固省名詞で p闘係ありと判断しない都象を考察すると，教科書のみだし

ア

/

li
z
'
f
'
F

，
，t
e

a
-

⑫

氏

泌
総
腕
設
立
暗
号
誌
面

. 

.... r二台...... .. 
1， 

・iJ 
i> ' 

• 

@

磁

沢

齢

苦

/つ::
.〆

⑪

吉

川
の
自
由
平
等
の
恩
怨

⑮ 

!L 

出
芯
枕

⑬

新

聞

の

発

行

③

晴

晴

州

政

治

① 

1 
図

向
由
民
裕
一
品
動

1
1
1
土
低

m
l-
-中
鉱
山
田

t
'
l
'
下
位
群

。
印
学
習
内
容

③
大
日
本
術
関
溜
放
の
制
定

//一

H
U
U
J

@
自
由
党
の
結
成

!i→-
f，pJ F ⑫

援

虐

退

助

，・
• 

.，J・

I :" 

I " 

/月。r

21:) 

I 2 3 4 

一 下4-



10 

商

問

戦

争

ー_...-〆... ー一司. 

.::.--・4、 凋

@

捷

憾
の
処
分

2 Q J 

白 i
Y草壁 』
似 |
争 I ト... 
l 令..
i、二--e--_. 

1 2 3 4 

下 l
品o(j I 
粂 1
章勺 I .....・4
I _.-

1 • • ・一場
E ， 

I 2 3 4 

4 1 

E担!
潟 i
t蒼|
本」
線 i
01  
E司 |
i盈 J

I .、-
1 ‘.亭~ . .噌
目 、

I • 

!?、}-4¥a
1 2 3 • 

日

銭

戦

争

_ .... 
， 
・区、今 白 自

% 
60 

① 

徐
兵 40
制
q九
笑
B包 20

1 /_('. 
I~トァι・f

1 2 3 4 

も
100 

ノ

ノ

'

↓

ノ
A

ィ

k

γi
F
，
i
y
 

⑥
問
会
の
翻
鮫

19 I 

大 i
政 1
務!
滋 l . .~ 

i ι _~O!_，・・ _.

1 2 3 4 」一
日刊

太
続
出
帽
の
採
嗣
m

F1 1 v 'h ・可 1

:1X二二

¢ 
40r 

11 I 

和 i

翼201 -
約 !<-:;.----
し 『日町、・、.
ト一一→一一→ー一~
I 2 3 j 

や，その上繍などに要約した謬項に影響され.歴史の流れとして関係づけようとしない傾向が見られ

る。

自由民権遂動の場合は， 自由民権選動という主題で 31湾問学習され， また学校放送で西歓の自由平

等の思想や逮動の影響などに関する印象を深めているのでその傾向はあまり見られない。 しかし ，

B~教争の場合 ， 三国干渉 ， 塁走有1困惑件，韓国併合などについて見ると，次のよ うな反応な示してい

る(最後の論査で， 上中下に分けてない)
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そこで，とれらの毒事象は.少し関係、があるという意識の生徒もいるが関係ありとする者が少ないの

(韓国併合は計蘭で

は，アー義和ctl君主件は東学党の苦しと混同されている点もある。

イ.いずれも，日露戦争という主題のー絞時の学習内容に含まれていない。

は含める予定であったが時間がなくて次の時間にまわした。しかし調査の直前に学習したと

とを思えばこの反応は少ないといえる。)

ウ.教科書のみだしの(ゴヂ7クで示される)日露戦争の記述内谷には含まれず， 上欄の要約し

た項目，①原因，②日英同盟，③戦争，①ポーツマス条約の中にもない。

とのような点から考えるとア生徒は， 教科書のみだしのも とに書かれた記述内容 ，主要約された1完封 ，

その概念を直接学習した時間の内容などに制約されて，前後に学習した内容を一速の歴史の流れとし

て関集づけようとしない傾向があるといえよう。
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① 関係があるにもかかわらず関係づけようとしない歴史事象は ，その待代的背景となり，間接的な影

~をもたら している歴史事象であるο そ して，とれらの事象を関係つ'けようとしない意識が ， 自忠良

権選動や日露戦争を広く歴史の流れに位緩づけられず，また多面的に考察できず美化したイメージを

もったり，単純なわりきった見方をする絵柴を主主む原因となっている。

自由民楢墨動では，徴兵制の笑施，侮設の処J分，ム西南戦争，地租改正 ，不平士族などであり ，

日露戦争では，三国干渉 ，世界の強闘のアジア進出 ム日本における機械制生産の発達 ム民本商品

(ふ印は，指導の影絡が明絞なので後に述べることにする)

とれらの反応の変化を見ると次のようになる。

だいたい関係がない=- 1

の満州進出などである。

わからな少し関係がある=+1(関係あり=十 2

関係がない=- 2とする各回 100名)

- 1 - 2 

3 28 

D +1 十 2回数。一一
与え

2

-

い
+
一

本》

l
ム，

と

数

一ー

ら
回
一

》

り

一

ど

一制

h
h

場
一
山町

十1

55 12 2 俸i議の処分40 19 2 

27 5 57 ? 2 2 38 1 3 36 12 2 

15 1 :1 40 t 8 26 5 23 1 0 1) 2 18 1 7 3 

12 2 40 17 29 4 26 1 0 30 15 19 4 

日霧戦争

強国の7

38 1 3 23 23 5 地租改正

17 9 25 24 25 前43 14 23 16 4 2 

6 5 20 36 35 後ジア進出27 1 0 1 1 22 30 5 

22 

以上のように ，学習前から，わからない ，関係がないと考えている者が非常に多い。そして ，それ

が釘七するのは 5回目の調歪であり，その理由は第2校時の第 2分節で学習したからである。

しか1，.<¥その変化が ，政治結社の名称のように大きな変化がない忠由を考察すると

ア.既習内符であり ，教師もまた説明をしたけれども.徴兵制とか地租改正とかととほの意味する内

容を潔解してない生徒が一部いることが耐援によりわかった。

イ， ととばの意味する事がわかった生徒でも，次のような関係をよく理解できなかった生徒がいる。

-1 7-
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fi{兵制jの笑施~一一-
二二二で:>不平土族一一一一γ 反政府逮動へ著書加

備事長の処分一戸- ， 
/ 

地租改正 一一一一一一 農民の不満/

札上，反応としてあらわれた給奈は期解できなかった，といえよう。しかし，なぜ理解できなかっ

たのか検討するとすべて指導の責任とはいえない。後で述べるが，とれは前の自制tのことだと考える

意識と学脅場面における消極釣な態度が大きく影響しているからであるωt:F，2分節の授君主記録で校討

すると教師が毒師ヰ蓄により不平士族，農民，商工業者など多くの人身が参加したことをとらえさせ.

どうして，とういう人たちが参加したのかをヨ考えてみよう，といってf鞠告の処分や徴兵制lの実施につ

いて復習し，R:のような事態になると，:1;タJ待に対してだれが不i衡をもつかJという発問をした。挙手は

一名もなく三名ほど次々に指名したが ，あまり考えず「わかりませんjと答え，最後に優秀な生徒が

f武士だと思うjと答えている。選動が全盛的に広まったという現象的なことは後で述べるが非常に

強くとらえている。しかし.その現象の原因を前に学習した史実と関係っ・けて考察しようとする構え

が乏しい。教飾がある程度答えられる程度の情報を提供してもそれをよくコ考えて ，たとえまちがって

も自分の考えを述べるという態度がみられない。どうせ，後から説明して〈れるだろうという受身の

態度である。歴史は事象相互が網の自のようにからみ合って発展しているが，それを.そのように記

述したり教えたりすることは容易でないからあるま題のもとに整獲される。そうすると学習の主題が

2交わったりすると現象的なとらえやすい事象だけが強くは撮してそれを銃苦手の事象と関係づけて歴史

の流れに位箆つ'けて考祭しようとする構えが乏しく ，学習の場面においても採〈考えず消優的な受身

の態度で学習しているわけである。滝沢武久が，社会認除では自に見えぬ原因がいちばんたいぜつで

ある と述べているが ，そのためには，生徒が事象を多面的に関係、づけて湾・祭する態度の形成が重
(12) 
憂であるといえよう ω

とういった点では日露戦争における世界の強国のプジア進出という事象でも同様で，それと日本と

の関係において戦争が関かれているにもかかわらず，直接日露戦争という小康gの中に含まれないと

齢係づけようとしないばかりか.かえって2国にみられるごとく中位群のどときは学習前より減少す

るという傾向がみられるのそして，こういうことが後で述べるように事象を歴史的にみることを妨げ

史実に基づかない美化した見方をもったり ，単純に割り切った見方をもっ結果になっているわけであ

る。

① 指診の影響が明瞭なのは，①でム向?を付した歴史事象である。

自由民権運動の高まりが ，西南戦争の敗退による武力闘争から言論闘争への転化を.2時筒自の第

2分貿信において，も っとくわしく説明すべきであった。

日露戦争では，経済的事象の反応が低いのは，学校の指導計画で，次の小単元 「産業の近代化Jで

とのような事象を指導するととになっているからである。この点は事前の打ち合わせが不備であった。

しかし，このような生徒の反応状況から見ると後の学習で戦争の経済的側面を，白露戦争とうま〈

関係づけられるかどうか疑問である。したがって，指導に際して，後でまた指導されるとしても，こ

の時期における日本産業の飛躍的発展と，それに伴う市場の問題などを伏線としてふれておくことが

必姿であろう。要するに底史の指導においては，その事長長を ，それだけとして取り上げず p広範図な

流れの中に位置Eづける配慮が必要である。
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(2) 関係があると判断した理由からみた思考傾向 一自由民権運動ー

ことでは ，自由民権選動をi91JIことり， L!J係があると判断した歴史事象について，その判断の漂白から

思考鋲向を倹討してみたい。

(1i学習前において|刻係があると思った王室自を検討すると学習諭における概念形成の初期の息芳傾向が

みふれるU

ア.既有知献を適用する

たとえば 2 板垣退助 。との人が中心になって2軍政lをした

2 5 福沢諭官 。 この人の努いた;$:が品ê~郁容勧に彰怨した

イ.生活経験からの煩織があるロ

たとえば 1 8新聞の発行 。新関は思i僚を広〈伝える

。世の中のできごとを早く知らせる

@自由に他のことを知ることができる

。新闘は世論を高める

ゥ.ことばの意味からのさ色想がある。

3 ，大日本帝幽官憲法

自由民↑昼 間a-一憲法 。をめた憲法には国民の自由がなかったからこの遼動がおきた
自由民総一 国会一貫録法 。自由のために国会が必要だし懲法はその基本だ

6 ，国会の開設

自由
自由民字情一 一 国会 。国Aを通して自由をさげんだ平等 品

。国会が関かれると平等になる

。国会が開かれると自由になるからよい

自由民総一政治一国会 。自由民権は政治に総係が齢、から政治に鈎係がある

8 ，自由党

自由民権一 自由 一 自由党。自由党ができたから選動ができた

。自由民権が起これば自由党が結成される

1 7 西欽の自由平等の怠想

自由民椛ー 自由平等 。自由平等の思想を議会にとり入れた

。自由平等の思想を広めた

自由美総ーー自由一一丙欧 。自由は，ョーロyパのまねをした

。日本人が，西欧からいろいろな考えをもち帰った

2 1 .民選議院設立意見書

自由民縦一政治一設立意見書。自由民権も設立意見識もどちらも政治に関係がある

。政治には愚民からいるいる意見を伺くことが必要だ

自由民権一自由一民選議院 o自由のためには議院が必要だ

。自由のために市民の意見をとり入れることが必要

1 8 .新簡の発行

- 19-



自由民権迷怠!t-~動一新開 。選激主ごするために新開が必要なので発行した。

島仁との伊jのように，自由 ，平等，政治，国会といヨ意味を族介にして，感象との関係をとらえよう

としている。 とのような意味が媒介としてはたらくときは，それが内部刺激となって自由民権選耳ぬと

いう事象のあるイメージをもっととは当然予怨される。との点についてはイメージ形成の傾向で倹討

するζとにする。

学留を通して，どのように情報を受け入れ察象をl銅係づけようとしていったか検討すると次のよう

なタイプがみられる.，(( )は関係があると判断した事象 ，鴎係がないとヨ考えた理由もある。〉

A 

2 由自

(大日;本帝箇憲法の

舗定〕

五 先生がいった

〔民選議院の

設立m怠見書)

ZJ. '/i.!Eがいった

〔国会0)開設)

t 先生がいった

3 回 g

〔末平士族〕

1 7. 教科書に書いて

あった

〔盛会期成悶認〕

1 2. 食生昌弘、っt

〔立志社1
15. 教nifに書いて

あった

〔新聞の発行〕

18. やはり教科書に

普いτあ勺たと患う

合"自由民権運動を

B 

2 阻自

[港総政治)

c D 

2 回目 I 3 回目 I 1 回 ヨ
〔制政治) I (時の処分1 I (立志社〕

24. ~ 正う学んだか 1 2 4. 明治いしんの時15. 土姦拡・はんばっ 1I 5 立志社は致治区;r:詣をも

ち

〔国会の開設〕

4 きょう学んだから

〔拘提条約〕

にかつゃくした人が| 政治に筒係があったlつ入たちゃ訴しい考えを持つ

集まって政治をして| から.~事録の処分に i 人唱が集まって作ったものだ

いたととだから民権| も関係あると患った| から

運動にかんけいがあIC不平士族1 I (徴兵制の笑纏〕
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作った

〔民選議鋭

設主意見書〕

7. 5番のわけと潤鎌11.徴兵舗の実箆によって兵た

〔盟会議成同盟1 I hの仕事ti武士だけの仕事で
12. 援業でわかっtd 'Ir.<な9..~士たちは政府に

(立志社) I 不泌をもった
1 5 その運動の中心 1(!車線の処分:

Z 圏内のととではな| となったとζうだか1I S. tf武士がもらっτいた俸

いから | ら関係がある | 様をはいLしたため .武土m

〔東海道本線の総連)1 (務飽政治) 1 金がはいらず銭府に不務をも
き4う営んだから I • 鉄道にはかんけい 124 民権運動を苧勺 ! つようにな4 た

〔国会期成同盟〕

がない

〔俸縁の処分〕

の

い

払

」

泊

り

こ

ん

た

か
し
い
ら

、ー

が

か

夜

士

だ

改

式

合

い

組
・7な
幽
岨

E
発

〔

の

の

網

棚

も

漣

う

権

ゆ

ら

民

う

か

由

E

た

〕

白

か

き

社

つ

で

z
u

z
け

が

立

1

r
k
 

- 田 13. 明治いしんのと
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〔地組改正〕

1 1 III稲改正により地主は政

府に土ti'.のおだんの 3%~ 2.

5%の高い換をはhわなけれ

ばならなく.小作入は1111か

ら事くの小作料をとられるの

で.それらの人k11.政府の

やりかたに不演をもった
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7.Aは，学習を逸して常々こ先生がいった.とか:数料議:，こ君主いてあったからという理由で際係づけよ

ょうとしているタイプである。下位群や中位群の一部にこのような傾向がみられるので，次の上中

下若干の相違で検討することにする。

イ.Bほ，だれが.どんな政治結社をつくり.どんなことをしたか，という事象を特に 25J，;質包の中

で意践して，その理由を書いたものであるc このようなタイ プはいちばん多いのであるがとれらの

特色は板垣退助=自由民権運動を中心になって進めた，立志社=自由民権逢動に参加した人々，と

いうように他の事象と関係づけて，なになにだからなになに，という説明は少ない。したがって務

関政治や，閉会開設のように図呆関連もしくは目的関速を説明しなければならなくなると，関係が

あると判断する者が多いがその理由は，今日学んだからというような理由tこなvて〈る場合が多い。

ゥ.cは，だれがどんなことをしたか，という程度のことは 1回自の学習前に一応予想として誉き，
その他の原閃となっている事象までヨ考える意識はもっているが ，前述のように前に学習した事象は

前の時代だから闘係がないと関係のないほうに反応を変えた生徒の意誠を示しているものである。

徴兵令や地租改正を施行したのは駒治6年で民選議抗設立の意見書を援出したのは明治7年で近室長

しているが ，学習の主題が呉なり前に学習した事象になると非常に前のように考えて関係、のないも

のとする生徒の怠議があらわれているタイプである。第2絞時の学習を通して関係があると判断す

るようになるが，その理由ω:士核が務閥政治に関係があるから俸械の処分も関係があるだろうとい

うような程度でじゅうぶん理解したものはいわれない。このよヨに前の時代だから関係がないと考

えて，さらに関係のないほうに反応をかえ，学習を通してまた反応を変えるという生徒は上位群の

中にも 5名ほどいる。上中位群について面接で筒いてみると地租改正.俸織の処分など漫解してい

ても， 時代が前だからあまり関係がないと思ったと答えた者もいることからみても年表使用の草委

性をつくづく感じさせられる。この点は日露戦争でも同様で 2図にみられるごとく三国干渉や世界

の強震のアジア進出などを~係づけようとする傾向が少なく，しかもよ中下位群にその傾向の相違

があまりない。

ヱ.Dのタイプは自由民織運動を広〈他の事象と[鶏係づけ広い抗野で考察しようとする理解のわ〈組

の柔軟なタイプである。もちろん上位群であり学習能力の高い生徒であるがこのようなタイプは

上位若手に多いのは当然であるが中位鮮にも少しではあるがみられる。 Cのタイプとして例示したも

のも上位群であるが，よ位事手の中でもテニス トになるとよく暗記してきてよい点数をとるが必らずし

も歴史的に思考する慾度を身につけているとは限らない。

(3)上中下位群の理解傾向の相i義

歴史認識を深める態度形成上の問題点をは握するため，これまで検討してきたことを上小下位鮮の理

解銭向の稲迭という観点から検討してみることにする。

① 関係づけようとした歴史事象からみた栂逃 れ図=1 4ページ 2図=1 6ページ参照)

7.学習前において板垣退助，自由平等の思想，自由党，国会の開設など既有企口被やことばの意賜ミカ3

ら連想的に関係づけようとする傾向は程度の差はあるとしても向ーの傾向である， 日露戦争におけ

るロシアの南下政策，日本淘海戦，世界の強置のプジア進出なども同機である。

ィ.学習を返して経過や結来を示す表面にあらわれる事象，たとえば立志社とか国会期成同盟，民選
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議院設立意見事 ，日露i議今における務和条約に闘する入場.名称 .領土などを|謁係づけようとする

傾向も程度の差はSうるとしてもその傾向には雪変わりがない。

ゥ.原因となる事象や時代的背景となる事象についてみると，日露戦4fd'では義和国事件・をのぞいて共

通のi京向を示し.自由民tt，長選識においては，池租改王，徴兵令.俸織の初子などについてはよ位群

と中，下位群にはかなり大きな差がみられる。多IJえば地租改正を例にと ってみると次のようにな去。

33英治穏改正 (闘係あり=+2 少しある=+1 わからない ・どちらでもない=日，だいたい

i必係がない=-1 関係がない=-2とする)

一一γ一一一一一ーでてて一一一一--.+， '''' '!l'O IAn¥ I 
1 よ位 群(:;リ) I !:T (E 喜平 (4(1) I 下 位群(:50) 

回数 1+2 十 1 0 -1  -2 十2 十 1 0 - 1 -2 1+ 2 + 1 0 - 1 -2 

。。
1
4.
。ι

!

1

 

5

4

 

5 。2 7 6 品 ι 

5 。日 ? 5 7 5 ι 7 

上位苦手は学習を通して|潟係があるという方向に変化するが ，中位群は-tの変化が少なく最初に関

係がない。どちらでもない 電オコからないと反応して .その後変化が少なく， 下位若手にいたってはそ

の変化カE非常;こ少ない。下位群は:学習前lこ反応してからはほとんど，とのような事象に対して考慮

されていないといってよかろう。下位群にと っては難解であるから，むしろだれが何をしたという

程度のととをしっかりl;l議させるととが重要であろう ε しかし，理解力があればこれらの事象を関

係づけて考察しようとするかということは別の問題であることは前に述べた。

ヱ .下位群の特色ある傾向として関係のない事象を学習の進展に応じて関係づtナょうと したり，関係

があるとした誤った判断が訂正されない傾向がある。

たとえ(，ま ，自由民瓶豆急bにおける 包清戦争や東海道本線を例ことると次のようになる。

4表 東海道本線の開通 臼清戦争

回数 |十 2 +1  。 一2 計 回数 +2  十1 。 -2  富十

7 5 1 0 4 ι 50 y 12 8 2 30 

2 ι 4 7 4 ? 3D 2 2 る 11 7 4 30 

ち h 4 ら 五 1 1 30 5 4 4 1 0 ? 5 30 

4 ; 4 ヨ 6 4 13 30 4 5 7 7 q 30 

この点を面接で鍔いてみる と自由民材記~~めと日常収争の場合 「先生が年表を閉さなさいと言ったので

年哀を開いたら，そこに出ていたから関係があると思った。」と答えた。

下位若手はいっぽうで説明を受け入れて概念の内包をじゅうじつしてゆけない反面，何か印象に残って

いることはなんでも町~けよう とする傾向をもっている。

① 関係があると判断した理由からみた相違

ァ . 自由民俗~動について関係があると判断した原因なり ， 総@ ， 結果 ，苦地と して記述されている

場合を正しいとして区別して示すと 31Z1のようになる。理由を正しく記述できる者が中下位若手ほど
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少なく，特にct位群と下位詳の蹄こは大きな差がある。そのわけは昔Irに例示したごと<，なんとな

くとかきょう学んだから，というような忍砲が下位群には多いからである。 とのような漂白しか舎け

ないということは理解力だけでた〈下位群の思考傾向として次のような特色があるといえよう。

ととばとして断片的iこ受iナ入れるが，怠味を考えようとしない。

な、んとなくという怒自を議u・た主主i匂こ筒後で開いてみると「たしかに関係があるということはわか

「しかし，関係があるとるが，その~æ とj1gかれるとどう持けばよし、かわからないの J と答えた。

考えたのだから何か理由があるのでしょう。」と聞くと，しばらく三考えた後， 「先生の響いた黒板

の字の中にあった。 Jと答えたのこのように脈絡がつかずぽつんぽつんと断片的にしか情報を受け

入れていないe思考するということがないわけであるの

このような傾向は，中{ft苦手にもかなりあるので，紛のBのタイプに属する事例として， Ivi. Sのも

イ.前に例示したBのタ

イプのだれが p どんな

としいの

その理由も土中下位若手

政治結社をつくり，な

にをしたか，というよ

うな表面的にとらえや

すい事象については

ともに正しい傾向はひ

註半位上

のを次頁にあげてみた。

Jø~ 

80 

60 

40 

zo 

3 

m 

自

由

民

宿

還

動

しかし，その理自は

Sにみられるように単

とらえ方会していないの

ウ.意味をとらえようと

しない思考傾向のあら

純なとらえ方をしてい

る。また細かく検討す

ると，福沢諭吉=自由

民櫛翠動を考え出した

人というように逃確な

前のBのタイプやM.
省
100 

60 

40 

20 

s 0 

同
U
題
担
の
廷
し
い
も
の

われのひとつであるが

印象強〈残っていると

とばが強く銘記され，

それがなまのま設にで

てくる場合が多い。

たとえば.M. Sの

闘
会
の
開
般

大
日
本
帝
国
懲
法
の
制
定

自
蔚
党
の
結
成

板
績
返
山
明

思
会
幅
削
成
問
路

地
租
改
正

問
問
戦
争

出
昨
日
惜
の
処
分

徴
兵
制
の
実
線

不
平
士
欽

作
品
出
品
社

新
開
の
発
行

集
会
の
取
り
し
ま
り

民
選
噛
剛
院
設
立
恕
門川
寄

稿
沢
輸
吉

西
欧
の
自
由
平
総
の
酬
服
組

繕
閥
政
治
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記述にもみられるよう

に，集会の取りしまり

=3入以上集まって運

に申しtHる，というよ

うな理由が中位群や下

動の話をするとき国会

宮ヰ住Z下
qも

80 

60 

位鮮にかなりみられる。

他の例をあげると

。集会唱とするときは警

20 

祭iこ言ってからやる。

国
会
の
開
設

大
間
本
帝
国
懲
法
の
制
定

自
由
党
の
鮎
成

板
町
出
品
岨
助

国
会
期
成
問
問

地
租
改
正

西
商
戦
争

傍
線
わ
処
分

徴
共
制
の
尖
飽

不
平
士
官
制

立

留
品
叫
U

E

相
羽
の
鼎
刊
行

集
会
の
駆
り
し
ま
り

民
訓
噛
噌
剛
腕
股
立
窓
町
民
世
官

拒
沢
駁
吉

密
献
の
創
出
平
等
の
思
想

磨
間
同
政
治

知能債差値 52 中位鋒{女)M • S 

目自自回

〔 選会期成霞~)

自困
-

、
目
『
a

，

百
一
定

-

制
制

一
の

回
一
法

一

世

g

-
m出

2

・-忠W
一

会
吊

-
nn
 

』

↓

A
〆-
E

、
〔不事士筏〕

I 政府の専I~なやり方に

不鴻をもっ人が自由民権運

[ 2. 自由民総連動毘よって飯

〔大日本帝国1i!法の揮)定〕

1 今日学心だから

〔回全の蝋殺〕

3 考えにあっているから

〔東海道本織の問返〕

動におわわったから

〔自由党の結成〕

後に結成したもの

(立志社〕6. J.ト自営んだから

〔民i踏献立の側議)

a 政府が画会の路設を約そ

[ 5 自由民総選動によっτ初

めてできたもの

〔集会の取り しまり〕

2 l 怠見警がでなかったら自

自民指運動がおとらなかっ

4. ヨ自にどζへでもいける

から

〔自由党のfar&)

〈したかち民権がわで乙れ

を作ったから

〔集会の取りしまり〕

2 3. 今自信んだからたから

〔板垣退勧〕

&. tれをしなかったら自由

民縫運動なんかできない請も

(学鰯の舗定〕

z3. 民騒がわで 3 人以上 -c~2 2. 中心人物だから

〔議鈎教治〕

1 4. 考えにあっているから

し告う時E面会Eもうしでな

ければならない2 ~ 今日常んだかち

〔福沢諭吉〕

〔大寵暦の採用〕

1 6. 考えにあっているから

〔西欧の自由平等の忽怒〕

2 5 自由民猛運動を考えtIl!-

た人

1 7. 考えにあっτいるから

〔新協の発行〕

{かんちがいをしていたことが18. 自由E他のιとを知るζ

一

、
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それをいわないと 1年から 5年豚箱にいれられるの

。国会期成同盟については

。福沢諭吉については e天は人の上に人を作らず人の下に人を作らずと言った。

などでいずれも印縁強く残っているととぼであるが， 自由民権選動とどういう関係があるか考えず

e会を聞くといっぺんに 13万人もの人がふえたの

ただば〈ぜんと話を開いている態度がうかがわれるの

エ.いっせい指導の中で下位苦手や中位群の一部は学習する構えが乏しく ，ただばくぜんと先生の話

を開いている。

事例としてあげた 20ぺージの Aにみられるように印象に残っているととをぽつんぽつんと

香いているが )f帯Eを受け入れる量も少なく， その上先生がいったから，とか教科書害にあったと

いう理由が多い。 M.Sも第2校時の学習結果には獲得した知識が少ない傾向を示しているが，

このととは情報を受け入れて，関係がないと判断した自分の考えを修正し，新し〈知識を再編成

してゆけないといラ点においては想、考が闘い ということがあるとともに， 学習に参加する意欲
れ5)

が観察やiii援などを通しても非常に低いζ とがみ受けられる。いっせい指導の中で下位君主や中

位鮮の一部に思考させる場簡を作ってゆくととがどうしても必要であるc

ここであげたMJ Sや前掲のタイプ・の生徒が学習を終わ9てどのような考え方や見方をもつにいた

ったかは最後の節て'検討することにする。

なお ，イメージ形成との関係もあるので，日露戦争についても，関係があると判断した理由の適

否についての結果を示すと次ページのようになる。

日露戦争についても自由民権遂動と同

様に， だれの仲裁によって，どんな条約

が，だれが代表で ，どんなことが決めら

れたか，というような事象，人物につい

ては.その忠也もまた正し〈記述した者

が多い。それに対してl京国となる事象は

ロシブの南下政策は上位群は比較8征以

茜竿位上

4 

悶

惑いた者が多いけれども中下位群になる

と少なくなり，義和国事件や， 三国干渉

，労掴のアヅア進出など激減する。 この

学習は ，前にも述べたごとく.白露戦争

を直接主題にした学習は 1時間であると

日
惚
級
品
す

と，自由民権選動のときのように，学校放

送など使わず印象を強める指導上の〈ふ

うは少なかったの 日英同鰻が比較的正し

く番目いた者が多いのは ，日露戦争という

テーマの時間tこ直接取り扱ったというこ

とが強〈影響していると思う。日露戦争

朝
鮮
や
保
引
制
す
る
楢
利

強
固
の
ア
ジ
ア
進
出

日
本高
間
品
の
満
州
進
出

一-
一国
干
渉

漢
和
団
事
件

ポ
1
ツ
マ
ぷ
条
約

小
村
寿
太
郎

筒
総
州
鉄
道

関
織
太

日
本
海
泌
戦

時
仲
間
併
合

ロ
シ
ア

の
南
下
政
策

ル
ー
ズ
哨
ル
卜

臼
英
同
盟

閥
凶
弾
自
の

E
L
iい
も
の

が日本の大陸への発展と ，世界の国hの
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アジア進出 ー ログアの南下政策一議

和同事件一 戦争 ー 斡筒併合という熊

君#位中

史の流れの中に位置づけようとしないで

事長去を断片的にと らえるから，その事袋

が関係あるとわかっても，自由民権運動

の場合と同じように ，なんとなく，教科

惑にあったから，先生が説明したから ，

という理由均、多くなるわけである。

また .上 ，中， 下位詳のj附こ澄由をIE

しく謹:く者が少なくなるととも自由民才程

開
閉
山
磁
自
の
正
し
い
む
の

運動の場合と同様で， 下位群になるほど

ととばとして受け入れても意味としてと

らえないから黒板の字の中に応った .先

生がいった，という理由になってくる。

ただ，ここでは学習前にH露戦争という

表現から ，と とばの意味を媒介にして迷

想するという ことは自由民権塁動の場合

ほどはっきりした;頃向は見られなかったの

百轟ffi: 下

朝
鮮
を
保
糠
ず
る
権
利

品世
間品
の
ア

ジ
ア
進
出

日
本
町
間
口
耐
の
満
州
進
出

三
悶
干
渉

一
眼
和
白山
事
件

ボ
I
ツ

マ
ス
条
約

小
村
寿
太
郎

南
総
州
鉄
道

南
樺
太

日
窓
糠
潟
戦

線
図
併
合

ロ
シ
ア
の
南
下
政
策

ル
l
ズ
ベ
ル
ト

日
笑
問
現

以上，概念形成において事象を調係づけようとする思考傾向をみると学習前ではま!(:有知識 ，生活経験

による類推のほか概念を示すととばから，自由，平等 ，j政治という意味を媒介tこして連想的に結びつけ

ようとする傾向もみられる。そして学習を通して生徒が関係づけようとする事象は自由民核運動では，

だれが，どんな政治結社をつくり，どうした，とか，講和条約に関係する人物 3領土，名称、などの表面

的なとらえやすい歴史事象が多く ，また関係づけよう とした理由も正L.ぃ。その反面，民描塁動に影響

を及ぼしている時代的背祭となる事象や，戦争の背索となヮている列強の進出や，それと日本との関係

tこ関する事象を関係つ酢けようとしない傾向がある。とのような関係は複雑で生徒が理解しにくいという

とともあるが，生徒が表面に出てくる事象を強〈意識し，その原因となっていて，しかも前に学習した

事象を広く関係、づけ，医衆の連鎖としての底交の流れに位置づけて考えよフとする思考の構えが乏しい

ということは指摘できょうのまた日露戦争のように，ある小単元の中で→捕で持議するような場合，
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そのきI]，後に学習した ，主題の異なった内容として取り扱われた事象を関係づけようとしない傾向も共

通した忍考傾向であろうのこのような傾向の根底には .生徒が歴史学習を袋約した項回的知識として記

憶しておこうとする構えが強いことや ，学習場面においてそのような関係を意欲的に考察する態度が

不じゅうぶんであるといえる。

また，上中下位制りに検討すると関係づけよう とする事象は，程度の差はあるが上巾下位群は河ーの

傾向があるれ しかし，下位鮮は学習を通して関係がないと患った事象を関係ありと考える意味の転換が

容易でなく ，また複雑な関仰こなるほど .その傾向が強くなる。さらに関係があると判断してもその恕

協が，なんとな<.とか今日学んだから ，というような理由や ，翠由にならないような印象に ，強〈残

っていることを暫く者が多い。 ことばとして受け入れても意味としてとらえようとしない。そして， そ

の絞蕊に学習に多加する婦えが乏しく ，ただぱくぜんと先生の話を開いている態度がみられるの

いっせい指導の中で ，中位群の一部や下位鮮に積徳的に思考させる場をどのように作ってゆくかが問題

であるe

また，学校放送は生徒に印象強く受けとめられているが ，イメージ形成にどのような影響を与えてい

るかはこれから検討したい"

3 歴史事象に対するイメ -~形成の傾向 一感じ方の問題一

これまで歴史的僚念形成過程における注解傾向から歴史認殺を深めるよでの態度形成よの間賠点を考

察してきたわけであるがことでは ，それと深い関係をもっ歴史家象に対する感じ方の傾向をイ メージ縞

査の結果を過して考祭することにするの

(1)自由民権運動

研究万世C述べた仮説⑦についてのイ メージ認をの結果は，それぞれの尺度の反応に対して右より

たいへん=+ 2 すとし=+ 1 どちらでもない=口 すこし=- 1 たいへん=-2の得点を与え調

査回数毎，尺度毎に平均値をだすと5裂のようになるの

3 4 

1 ，との運動はただしいーーまちがった運動だ 1 . 1 6 1，4 2 1.67 1，7 0 

z ，自由に逮動ができた一束縛されたi蹴であッた -0，86 -0.9 7 - 1，1 9 - 1，2 6 

3 ，との巡動は活動的だー この辺勤は不活発だ 0，8 5 1.日 日 1，.1 8 1.4 4 

4 ，との巡動の行なわれた範囲は広い ー せまい 0，1 7 0.4 6 1，6 2 1，7 4 

5 ，この選動の影響は大さいー影響刷、きい 1. 1 5 1，4 3 1.6 7 1，7 8 

6 .この遂動は一貫しているーーとの逮動はむじゅんしている 0.2 2 0，2 6 。.61 0，6 5 
7 ，この逮訟はたやす〈できたー ζの淫弱Jはむずかしかった - 0，9 0 -1，0 9 - 1，20 - 1，2 9 

8 .とのi翠勧は積徳的だーこの迎動は消極的だ 0，9 2 1，0 0 1.1 9 1，6 5 

9 ，この巡動の考えは深い一考えがあさい 0，7 4 0.9 8 1. 1 9 1，2 3 

1 0 ，この制は安全にできた ー 危倹であった - 0，9 2 - 0.92 - 1.2 4 - 1，2 7 
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1 1 ，逮動の方向が新しい一途動の方向が古い 10 ,8 9 1
'

• 1 41
'
, 37 1'.43 

1 2 .純粋な遂動であったー 不純な淫動であった I 0，2 3 I 0.5 4 I 0，32 I 0.4 3 

1 3 .このような逮動はすきだーー とのような運動はきらいだ 1 0.5 8 I 0.7 8 I 0 • .8 8 I a.8 6 

， 4 .この遂動の考えはするどい一一三号えはにぶぃ I 0.6 7 I 0.9 0 I 1.1 0 I 1，2 2 

1 5 .ζの選動はよい との運動は懇い 11.2 1 ! 1.4 8 ! 1.5 8 I 1，6 8 

以上の対の中・で1と15 ， 守と 14， 2 と 7， 1日は意味を， ほぽ同じように受けとって同

じような反応を示しているので，プロフィル作成にあっては， 7 • 1日， 1 4 ， 1 5を省略すること

にしたn またーの反応を示している対については ，右と左を逆にして，プロフィルが中央(口)から

左側jにおさまるようにして示したのが5図のブロフィルである。以下 .このプロフ 4ルからイメージ

形成上の問題点を考察したいの

①反応州北ょった左イ郊の判断切ると生徒が学習前から自由民鵡蜘こ対するイ メージ同意的で

あり美化されているの

学習坊における反応はすべての対について，好意的，肯定的な意見の方向に反応し，特に正しいと

か影響は大きいという判断に対する肯定が強い。しかし，考えが深い，純粋 7一策しているという方

向への反応は，認識{二基づいた反応;でなく自由民綾ならすべてよかろうというー獲のヌテレオタイプ

を示しているということができょう eそしてこのような反応傾向の理由と しては ，前の節で検討した

ごとく 自由民権選動という刺激に対して，自由 ，平等， 政治，国会などの意味が媒介過程tこ倒jいてい

たととが器官知識と相まって学習前のイメージに影響し，新しい方向で考えが深<，穣徳的に ，広い

範囲で，活動的に 純粋に一貫して行なわれ ，正しく 好きだという方向のけージをもったとい

えようの

①学習後のイメーヅ形成を見るとますます学習前の反応傾向が強まるが .特に現象的にとらえやすか

った事象に関係ある対(つい)については大きく変化し，還ま誌の性格に関係する買すの変化lま少なく自

由民栴iE動に対する認識の傾向を示している F

5随 ム2

1 1. ;.望動の方剥が務しい

乱 との:i~;の考えは深い

8 ζの:l動It験説的ti.

4. ζの:!動の行なわれたfj劉は広い

3. ~の運動 11活動的だ

1 来線された運動であ勺た

1 2 純粋な運動であうた

6 との運動はー賞しτいる

5. 運動の影響は大きい
〉一三三戸エシジ

運動の方向が古い

との運動の考えはあきい

乙の漂動は滋極的だ

運動の行なわれた範囲はせまい

との巡~tt.不活発だ

自白に運動ができた

不能な逗自由であゥた

との運動Itむじ唖んしている

との運動の影響rt小きい

1 3. とのような鍋はすきだ 自 民夫、、"'-"'---- 1 とのような蹄ぬきらいだ

1. との運動はただ・しい まちがった選iOだ

学習後の変化をみると学習前の肯定的， 好意的な反応傾向はますます強まるが，その内容を検討す
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ると比較的変化の多い意見は積極的な活動 ，選動の行なわれた範囲， 活動的な運動 .影響などに闘す
F 

るもので ，1 2の純粋な途動 ，との遂動は好きだはx検定ではともに有志の差がない。 したがって生

徒が学習を返して事象を関係っ・けようとした傾向と深い関係、をもっているといえよう。すなわち現象

としてとらえやすい歴史事象に関係する対についてはイメ ージが最も変化したことになる。そしてこ

の原因としては， 生徒の認識の状態と学校放送でドラマふうに構成した選勤の起こり， 意見容の内容

'運動の発展と政府の弾圧，影毒事などが影響していると考えられる。

反面，純粋な，一貫した，という対に対する反応があまり変わらないのは，一つは純粋とか一貫し

たというととばに生徒が抵抗を感じたとと，前の節で検討した，俸厳の処分，地租改正，徴兵制など

との関係に対する理解の不じ申うぶんから巡動の性格に対する感じ方が浅かったという ととも修繕し

ていると思われる。しかし，個人的に検討すると非常に柔軟な考え方をしている生徒もいて， 12の

純粋.不純の対に対しては，不純な方向へ反応を変えて「参加した人の中には新しい政府の政治のや

りっちに不満をもつだけで反対運動した人も多いからいちがいに純粋とはいわれないのJとか ，6の一

貫しているに対して「厳後に讃悲したり ，分裂したから一貫しているとはいわれない局Jという意見

で反応を変えた生徒もいたのこのよ うな生徒はごく少数で大部分の生徒は学習前の反応を変えないか

，変えた者も理由を見ると自由を願って運動したからというような理由で反応を変えているわけであ

る。 全体を通しての反応傾向を延長いということはできないのしかし， 既有知識とともに自由，平等と

いうある価値をもっと とばの意味が，自由民権返動の場合は強〈働いて，よく わからないが，なんで

もよいのだろうというー穫のステレオタイプがあり， 学習を通しては現象としてと らえやすいものが

大きく変化するという傾向を示し ，また学校放送の影響が大きいと いうことも指摘でき ょう内とのよ

うな点からテレビな~の彫響を受けている歴史事象(たとえば. 重量臣秀吉) は逆にまた一種の先入観

によるヌテレオタイ プが形成されやすいということもいわれるし， また学絞放送は性格上 .ドラマふ

うに構成され，ある一面が強調されやすいから，その強調された側面に基づくイメージが形成されや

すいこと定じゅうぶん注意する必要があろう。また先入観に約しては概念くだきとか ，ヲ|っくり返し
( '4) 

といわれるように前の認識在構創悼再編成してゆく指導上の現議が必要である内

①学習の発動こ応じて若し〈変化した理由を樹すると生徒の感じ方にはことばのもつ情緒的，具体

的な表現が非常に影響しているの

5図のプロフィルを検討すると， 4 ，運動の行なわれた範聞が広いとか 8 ，積極的な運動だ，など

が大きく変化している。 4の逮動の範囲が広いは特に 2回目から5凶邑の聞に大きな差があるので ，

3回目の調査から，そのように感じた理由を検討すると 6表の ようになる。

晶表 何回目)運動の行なわれた範囲は広いと感じた理由

獲 由 上位群 中位群 下位群 計

0;1ヒは北海道から簡は九州まで広まった 7 1 2 q 2 8 

。全国的に広まったから 5 1 3 4 2 2 

。貧農， 女性， 不平土族が参加したから 2 1 4 

計 1 4 2 6 1 4 5 4 

全国的に広まったという理由も'北は北海道から南は九州まで広まった，という表現の彰響によると
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いえよう。この表茨は第2校時における学校放送で，またその後で教師が取り上げた表現である。こ

の表現は，このますの他tこ 5 ，このi室勤は活動的だ 5 . との運動の~!'警は大きい などを:rr.じた

玉虫歯にもなっている。..iヒは北海道から南は九州まで，という表現は骨量に全国的に広まったという程

度の表現なら，こωような結果は生まれなかったであろう。この表現には広まったということを感じ

させる具休性とスロ -ti:y的なひびきをもっている。

今一つf71Jをあげてみると，やはり学校放送にでて，また教師が教り上げた表現に f巡動の記事を正

しいとして奇跡いたり，無屈に集会を開くとO年向，豚箱にぶち込まれた.Jという表現があった。

との豚箱にぶち込まれた ，という表裁が生徒のイメージに彬後し 7表のように各支すの尺度に対する

反応、を変えた理由となっている。

7表

プロフィルの対の番号

's家絡にぶちこまれた，といヨ理由

で反応を変えた者

2 計$ 8 9 1 2 

2 1 4 2 9 6 4 2 

つまり，豚箱にぶち込まれても遂勤 をしたから ，止しいし ，束縛されていた"L，活動的だと

いうことになる。とのようにある表現の印象が強いと それが いろいろな次元のイメ ージ形成に

影部を与える ととが見られるから コミュニナー・ンヨンにおける教師の表現は，知識，理解だけでな〈

異なった次元のイメージにも影磁を与え ，ひいてはその事長良に対する見方，考え方に影響していると

いえる。

③学習前と学習後のイメージプロフィノレを上， 中，下位群毎に分けてみると 6図のようになり， その

変化:金見ると 8 3慢のようになり，それぞれ呉なった反応の傾向が見られるの

6図

+2 

9. C の~動の考えにil1い t 

a ιの.dli動itilt紙約だ ' 

4 ζの運動の行なわれた
筑間は広い

1 との巡動は活動的tf.

'L l鱒された運動であった p

1 l 運動の方向が新しい

12. 純粋な運動であ司た

h ζの運動は-i'.tしている '

E との運動の影響は大きい e

i との運動はただしい ， 
1 3 とのような運動はすきだ

学習的

+I 

¥¥1  
// 1/a  
三¥¥¥¥¥;
d~-ア_-

/1  
¥え之、¥、:

/1; J----て三7て a -;_.....-
/:ノ"

学習後

+2 ¥! ". 逐動的削;i!i¥，. 

I I ・ 3 ζの運動の考えはあきい，. 〆
7' ，，~) 1..../ ・ζの運動弘前説的だ

，-- _ a ζの逗勃の行なb九た
範囲はせまい

ζのi!動は不活発だ

ニニ~一一一-a 自由に運動ができた

で、/ '会不純な運動であっ免
r ， 

~ノー F J aζの逆襲l低むじゅんしている
一"そ，，-・'

l‘イィ?二一-- l と の~車!の影響は小さい

まちがった運動だ

とのような連動はきらいだ

一一一一上同一一一中側 ・・ー」 下位n

ア.よ位苦手ほ学習前から強<+の方向に反応し，下位鮮ほど，t己じが弱い。
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このことは，上位群は下位苦手より既有知識を多く もっていること，また学習前でIま，自由とか平等

とか国会というととばを媒介にして速怨的に思考する者がよ{立務が比較的多いという湾出からくる

ものであるう。そして学習を通して中位苦手もほぼ上位苦手と問機のイ メージになってくる点を考える

とその方向は必らずしもまちがいとはいわれず，だれもが形成しやすいイ メージのタ イプであった

といえる。しかし.わずかな既有知識で，考えが深いとか，正しい好きだ，という方向に最初から

反応することは ，前にも述べたごとく，自由とか平等という価値的なこと ばに媒ゴトされて .ある先

入観をもったり，裂にはまったヨ考え方を先走ってするような危険性を上位若手はもっといえよう。

上位岩手の中にも ，個人的には，最初にわからない，とほぼ中央にj又応し ，t学留を過して変わってく

る生徒がいるがこの:場合は比較的そういう生徒は少なかった。

8~更 学習前と学習後 (4回包)における平均値の差

一
左側の対のみ(袈約) よ位静 中位苦手 左側の対のみ 上位群 中位君孝 下位群

1 1 .方向が新しい 0.'14 0.50 0.66 12 .純粋な 日.04 0.4 C 日日 5

9 .考えが深い 0.5日 0.7日 日20 6 .一貫している o. :n 0.07 0.13 

8 .積怒的だ 0.13 0.7 0 020 1 5.影容は大きい 0.47 0.6目 1.03 

4 .選動の総屈が広い 1 .4 6 1.8日 1 04 

3 .活動的だ 0.70 0.52 0.84 

1 .ただしい 0.30 0.60 0.40 

1.5 .好きだ 0.07 0.60 906! 

2 .束縛された 0.4日 日. ~ 8 0.30 

イ.学習を通しての変化を8表によりみると，上位務は学習吉甘から強く+の方向こ反応しているから

，その変化の義は少なくなるが中位群が非常に変化し ，下位若手は中位群に比べてl議じ方もにぶいの

しかし下位岩手は ，活動的で』うる，影響が大きいという対に対しては非常に変化している。これらは

，政府の滞圧とか，新聞，演説会などの活動が ，学校放送や教師の説明によ り印象づけられたから

であるうのとの学習を通して，最も変化しているのは中位零宇であるが ，締呆としてプロフ ィルに見

られるように上位君事と似たイ メージになっているわけである。とれらの結采を通して，イメージ形

成とか感じ方というものが ，1図， 3図と比較すると情報を受け入れ知識を増加しにく いこと と非

常に深い関係をもっているといえよう。

(2) 日自主戦争

これを自由民権運動の場合と向織に処理すると，各対に対する反応の主F均値ほ ?表のよ うにな

る。

守表 尺度の対

1 .この戦争はただしいーーとの戦争はまちがっている

2 .長い戦争であったーー 短い戦争Cあった

3 .そのとるの日本の大臣室進出ははげしい 一日本の大撞進出はおだやかだ

4 .戦争の影響は大さい一銭争の影響は小さい

5 .戦争の結果をうれしく思う一戦争の結果を悲しく思う

6 .この戦争はR本が積極的におこした ー やむ令えず行なフた戦争だ
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学習前 学習後

-0.26 -0.27 

-0.10 0.90 

0.68 日.74

0.93 1.33 

0.1日 0.10 

0.31 0.1 7 



7 .日本は強い一日本は弱い 0.76 0.83 

8 .ζの戦争はよいーとの戦争は惑い -0.27 -0.27 

9 .勝つことのわかっていた安全な戦争だ一勝敗のわからない危険な戦争だった

1 0 .戦争の範聞は広い一戦争の範囲はせまい

一口.57

0.17 

-1.07 

-0.08 

1 1 .戦争の原因は複雑た・一戦争の原因は単純だ 日.12 0.02 

1 2 .との戦争はさらいだーとの戦争はすきだ 1 0.61 I 0.65 

以上の対のうち ，1 ， 8が同じような意味に郵ナとられているので， 8をはずし，反応を全都左に

かたよるように対を逆にしてプロフ ィルをえがくと 7図のようになる。この図を通してヨ考察すると，

①.学習前においては， 自由民糊動のように好意的，時的の方向に共通に反応せず戦争ということ

ばを媒介にして影響の大きさを認めながらも否定的なイメージである。その傾向は日本の大陸進出が

はげしく，勝敗のわからない危険な戦争をおこし，日本は強くその員長径は大きいが，ややまちがって

おり，きらいだというイメージである。しかも日露戦争という銃念は穆離なので，自由民権運動のよ

うに共通に一定の方向へ反応せず ，反応方向が33ページの 10茨のようにわかれる。

学習後の変化をみると，自由民権巡動のようにだんだん学習を通して美化されたイメ ージにならず
2 

変化が少ない。このプロフィルでは ，X 検定により有意の義をもって反応分布が尖化しているのは

?の勝敗のわからない危険な戦争であったの 2の緩い戦争であった， 4の戦争の影響は大きいという

尺度だけである。

戦争の影響が大きいという方向への変化は ，2図における，講和条約に隠する事象を結びつけよう

とする傾向と関係があるといえよう。(これ以外の影響もあるが ，後述)戦争の期間に関しては，知

識的なもので学習の議長絡があり，勝敗のわからない危険な戦争だった，というととも.戦争遂行にお

ける日本の軍事力，経済カの苦しさなどの情報がある程度理解されたからということが考えられるの

7図
J引' 十Z

1 l 駿争の原因n.lilだ

6. t.の験争は日;本が積極的におとした

乱 勝敗のわからない危険な駁争だった l 

+1 
駿争の原因が単純従

主の\l~骨は静省的なやむをえ子。 I
行なった職事だ

』撮っととのわか4τいた安全な犠争だ・-:>It

3. そのいの日本大即進出ははげし~， 1 巴)"， '一ー そのζろの日本の大陸進出はおだやかだ

Z 短い敏争だった ・ I C "， 長レ戦争だっ1ヒ

1 0. 喰争の範函n.広い

1 日;本は強い

a 戦争の結果をうれし〈思う

4. 験争の影響は大きい.

L との験争はまちがっている

I 2 との較争はきらいだ

一一一学習後 一-一 学習前

験争のII闘はせまい

日本は弱い

議争の結果を怠L(息う

政争の影響は小さい

ζの鞍fltはただしい

とのUqIはすきだ

ア.とのように変化しない理由を考察すると t 1 0 ~受の ように，賛否，好慈両方の意見で相殺される
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上，どちらでもない，という反応も多い。自由民権違憲Jと異なってイメージの方向がわかれるとこ

ろにこのような事象に対する感じ方の複雑さがあるといえよう n

I 0表 名対に対する反応の分布

右の対 (婆約) 学習前 (1 0日) 学習後(1 0 0) 

右の対 f軍約) 十2 十T 。 -1 - 2 1+2 +1 。 .，-1 -2 左の対(要約〕

1 .まちがっている 1 2 呂 74 6 。 12 29 38 1 6 5 ただしい

!5うれしく 思う 8 15 56 1 0 1 1 1 7 28 25 15 1 5 悲しく思う

6 .説極的に 7 33 4 Y 1口 3 1 6 32 23 12 1 7 消極的に

1 1 .原因は後雑 。 16 ιι 8 4 1 0 32 20 26 12 原因は単純だ

1 2 .きらいだ 29 t 4 49 5 3 25 37 7 3 すきだ

4 .影響は大さい 29 36 34 D 48 39 11 2 。|影響は小さい

そして との相反するこつの方向は ，B露戦争に対する評価的な意味なもつ刻については ，勝河内の

結果という点から肯定的に見ょうとする者とp被答という点から否定的に見ょうとする異なった見方

がある。たとえば，5 .戦争の結集をうれしく思う，怒しく 思うの反応、の理由を見ると次のように分

かれるn (ζの対を印象4こ強〈残っているとして選んで理由を書いた者は 21名である〉

。結果をうれしく思う ，・ロシアに勝ったのがうれしい
理由 {

l 勝って領土が増えたのがうれしい

，・多くの人が死んだり金がかかったので
箆由 l

~ .戦場になった国を思うと

ヲ

'

の

ζ

q

'。結来を悲しく思う

5 

このこつの異なった考え方は 3結果として同じ方向に反応している場合もある《たとえば 10表の

4この戦争の影響は大きい，は+の方向にかたょった反応であるがその理由を見ると(この対の反応

の理由を書いたものは 24名)

4 .戦争の紗量創立大きい ，・ 戦争の結果 ，勝って日本が発展したので
理由{
l 俄争に多くの金者ピ使ったり多〈の人が死んだので

1 8 

6 

イ.学習を過してイメージの変化が少ない理由は，自由民権運動の場合に島 てて視線覚にう ったえる

指導形態をとらなかったことも影響しているといえる。

①自由民権i鋤の場合と向じく日露戦争拡く待代の流出問づけてとらえようとしない騎傾向

は，イメージ形劇こも影高是している。

前の節の2図， 3簡を通しての考察で述べたどとく，日露戦争という刺激に対して戦争の原因とな

る国々の動きを示す事S裂を関係、づけようとする餓向は少なかったのであるが ，とのような忍考績向が

量婚して，複雑な戦争の原因が，中聞に反応し学習を逸して'単純な，という方向にかたよヮたこと

である。もちろん有意な差はないけれども，学習後における，どちらでもないに反応した生徒も含め

て58名の生徒は，複雑だというイメージをもちえなかったことは問喜重である。そして，こういうこ

とが戦争というものを， ift史的，科学的に認識せず，戦死者が多いから怒い，勝って日本が発援した

からよいという受けとめ万しかできなかったとすれば ，歴史の受けとめ方に問題があろうの歴_aーを過

して学ぶべきことは， rなるほどとの時怜では，このような原因で戦争があったのか， Jという事象
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の因果の関係の考察を逸して戦争に対する科学的な見方を養なうことがたいせつである。

⑦自由民髄動と同じく，ととでも具体性のある ，情緒的なひびきをもっζ とばがイメ ージ形成に影

怨している。との調査では.研究方法で述べたごとく ，学習後，.tRも印象に残っている対を一つ選ん

で，その反応の理由を香かせたのであるが，無認を除いて， 書いたものが97名，その理由はすでに

例示したごとくいろいろな生徒の考え方を示しているが，その中で最も多い漂白は「多くの戦死者と

金を使ったからJである。それが各対の反応の理由となっている状態を示すと次のようになる。

文:Jの番号

多くの戦死者と金を使ったからという理由
デ汗計

そして，この理由は ，教締が資料プリントで白木とロシアの戦死者，戦傷者の統計を示して「日本

の戦死者は ，ログアの約2イきである」という説明をしたこと e戦貨をプリントで説明したよ「と¢費

用は当時の日本の 1年問に使用する費用のz0僚であり，たった 1年ちょっとの戦争に約20年間に
使うお金を使用したJという説明である。このような具体的な 7情報量の大きい説明{'i，印象深くと

らえられ， ことでは.日露戦争に対する否定的イメージの形成に影響しているわけであるの

①上，中 ，下位群{こわけて，学苦手前後のプロフ ィルを号詳し、てみると 8図のようになるの

ア.学習前においては下位若手，中位若手はほぼ同綴のイメージで，上位群が ，自由民権選動ほど明瞭で

はないが異なヮた反応傾向が見られるの特に戦争の原因が単純で，勝敗のわからない危険な戦争を

おこし ，日本は強<，この戦争はまちがっているなどの対であるω 既有知識とともに自由民権選動

で述べたごとく，戦争ということばを媒介にして先走った戦断をし，割り切ってとらえようとする

危険な傾向が，原弱は単純だ，まちがっている，という対に，他に比べて強く反応するととるに見

られるの

8図

11. ζの戦争の原尽は複雑記

S. ζの戦争It日本が積鋭的に
おとした

9 勝歎のわからない危険な戦争だ

3. モのとるの日本の大陸進出は
Ittfしい

2 短い戦争であった

J O. 戦争の範聞はせまい

1 日;本は強い

5. 戦争の結果うれしく怠う

4. 積争の影liti大きい

L との戦争11.まちがっている

J 2. との較争はきらいだ

学習前

+1 

学習後

+1 
.~争の僚~Ii単純だ

との戦争はやむをえず行
なフた政争だ
要っと のわかっかた
全なれだ
8のころの日本の大騨
はおだやか1i
J長い滋争であった

@冒[ 綾争の範劉は広い
./ 

失ι一一-t日本は弱い
JJb，駒内lHdf，!.，ゅう

ご 七三' :議争の影響刷、さい

一一之、ジ との戦争はた延しい

ι J との歓争はすきだ

一一一一上位苦手 ーーーー一軸 n・・・ーー一 下位li

イ.学習を通しての変化を見ると 8図および 11表のようになり自由民+寝込Ji動のように明僚ではな

いが， ーと 3中 ，下位群の感じ方の相違Jがみられる。
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1 1表 学習前と学習後における平均値の差

左側の対のみ f理と」士位群i中位群|下位群

1 1 .原因は複雑だ 10.561-0.221-0.33119.危険な戦争だ I 0.4410.88 i [1.37 
6 .積極的に起こした 1-0.161-0.23 I o.口311 3 .大陸進出がはげしれ 0.4410.5210，20 

2 短い戦争だ 1 1.00! 0，77;， 0.43 114 .影響は大きい 1 0.2010.5510日7

1 c 範函はせまい 1 0.52' 1-0.02 i一口.0311 1 .まちがっている -0.日4! 0.1 5 .:....0. 1 3 

7 .日本は強い |ーい 口! 0.2310241 12.きらいだ I 0 !日5}日.07
5 うれし〈想う 1 01Dl E051 005j! | 

学習を返しての変化は上位群は戦争の原因を被雑だ，という方向tこ，また当時の軍事力 ，経済力か

ら弱いという方向に，より深い感じ方をしているといえよう冷中位群は勝敗のわからない危険な戦争

だった，影響が大さいなどやや現象的なものはより多く変化している。下位鮮は全般的に変化が少な

い。上位群が戦争の範函がせまい，というのは，主な戦場が南満州というところから強〈感じたので

あろうが ，広さというものを時代的に見ないで，現在に基づいて判断する傾向を示しているの

以上を通して ，歴史的概念のイメージは概念の相違によって反応する傾向が呉なり，一つの概念で

とうだといういい方はできないe媒介i膨慢にはたらく意味が自由とか平等というある価値をもっ場合

は，成有知識と相まって学宮前から好意的であり p奨北されてとらえられ，学習を通し℃それが強め

られていく傾向がある。しかし，戦争という意味が族介返程にはたらくときは，反応が複雑で共通の

方向に反応をせず，方向性が明瞭でない。また，その野価的側面に関しては，勝利の結果から肯定的

にみようとする者と被害という側面から否定的に見ょうとする老があるのまた視聴覚に訴える手段を

とるか ，とらないか ，という指導形態も，このようなイメージ形成に大きく影響している傾向がある

といえよう η

しかし ，両者にある程度共通しているととは，事象相互を広く関係っ・げて，時代の流れに位置づけ

てとらえられない思考傾向が，その感じ方を浅いものにして，美化したり，単純な割り切ったイメ ー

ジを形成する傾向があることは指摘できょう n またイメーヅ形成に強〈影響しているのが，具体性の

ある情報量の大港い表現(説明)で怠ること，情緒的に訴えるひびきをもっ表現であることも共通に

みられた点である。さらに .上，中，下位鮮方政こみると ，その反応の方向が学習前では上位群ほど既

有知識と連想的な思考によってどちらかの方向lこはっきり判断するが反面先走って判断したり，裂に

はまった考え)jをする危険性はあるといえよう、 日露戦争でを，自由民権逮動ほど明僚でないがこの

傾向は見られる。それに対して下位群の学習前の反応は，方向性が明瞭でなく学習を通しての変化も

全体的に少ない傾向があり， {'吉千Eを受け入れ、イメージを形成する感じ方は， (こぷいというととがで

きょう。

そしてこのよラな，いくつかのイメ ージがつみ重なって，戦争とか ，民主政治に対する歴史的な見

方を形成し，社会的態度に影響を及ぼしていくとい9てよかろう。そこで ，学習の結果このような歴

史事象iこ対しどのような考え方をもつようになったかを以下で検討してみたい。
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4 歴史の受けとめ方 3見方の傾向 一意見紛査を透してー

とれまで歴史的概念として関係づけようとする事象は直接関係する現象的な史実が多く ，それを意味

づける時代的背景となる事象は恕解困難なことと穏まって比較的関係づけられずイメージとしてのl惑じ

方にも浅いところもあるようすが見受けられたのそこで，ととでは学習後自由民権逮動や日露戦争につ

いて意見調査をした結果の考察を通して主主徒が歴史事象をどのように見たり， 考えたりしているか検討

してみたい。

(1) 自由民権選動

との宮殿査は研究方法で述べたどとく自由民権選動に対する諸調査の結来を参考にして，下記のAから

Eまでの五つの内容に基づく意見とそれに対する肯定，否定の反応を記させる尺度から成り立っている

自由民 権運動

A.史実をふまえて批判的な怠見や建設的な意見を述べたもの る問

B . ~量動の起とり ， 経過 ， 影響などを史笑に即して客観的に叙述したもの 6問

C.なんとなくよいというば〈ぜんとした見方を述べたもの 6問

D.自由，平等ということですべてを宵定したり美化した見解を述べたもの 6間

E.反政府的，批判的言動を否定する考えを述べたもの 6問

結呆はそれぞれの尺度値に，そう思う{強く)ご十2 そう思う〔少し)=+ 1 どちらでもない

=0  そう恩わない C少し)=-1 そう患わない(強<)=-2の得点を与え 3意見毎に平均債を山

してみると 12表のようになるの

1 2茨 自由民権運動(ーは否的の窓見)

1.1民選樹立の闘の幽|mいて 全体 上位~ 中位il'f 下位lW

7.9自キ平等という ζとで，行動するならすべて立派なζとだと怠う。 (D) 6.56 0.66 0.50 0.66 

1.rn普段治に対して箇昆から議員a'遊んで政治を行なおうという考えでしたのだと見 L.2 Z lι。1.17 0.70 
ぅ。(B) 

ウ，政府に対して，反対Lたり，批判 したりするととは危険な考えかたでよくない。(E) -121 -1.1 3 -U7 -6.& 3 

.1.議院設立の窓晃容を1M したのだから.なんとな〈ょいと止だと思う。 (C) 0.11 0.83 乱85 6.40 

オ，事i'" ~、思i!!をくみ入れτ ， 政治を改めようという正義感を感ずる . (A) U2 J.H 142 1.3& 

a|自由鵬糾まり |について
7 . Jt海道から九!tIまでの~箇でいういろな滋業の人が参加したから企図的な運動だと 113 ]90 1.95 1.36 

思ごう。 (B)

イ，ただ政府の苧りかたに不績をもつだ付で参加した人も$いから， ζういうととは復 0.26 -O. 30 。.22 0.26 
援なものだと!思う. (A) 

ワ . 自由平自民め権中JH肩う運動なあ， いつでも苦~しな { 1:も人々の賛成をえられる -070 。96 -1..QO -0.03 
と思う。 (0) 

エ，Ji動が会E量的に広まったζと11..なんとなくよいと息う。 (C) 1.0 I 0.96 140 U.93 

~. .とのような運動が全国的に広まるととは政治をする人が図るからよ{ないととだと -151 -l.TO -1..1 -1.10 
思う。 (El
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2 1雌の帥民糊絶叫す仰しま円|ω、て

帽 蜘ち (0) 卜 0.96 0.32 0.60 

ィ.政府に反対した丹，批判した号する人有は.~ "') ときびしくJC(りしまゐぺきだと的.(E) 1-1.02 ーl.n ーJ.11 -0.7 0 
1 . 敬府の取町しま町に負付ず自邸のため信念をb "τ行動した人を(悔いと.~ぅ. (A) 1 1.55 1.1 0 1.8 2 I 1.0 l 

エ . Ji府の 1 1 なった取町しまり~策をなんt な〈 語い止 l~ぅ. (C) 1 0.28 0.36 。
オ ， 集会条例や続開条例をだ した E とは.政J'Í~が民主的でなか「たと思う。 ( B ) 1 ~05 1.53 ('.95 . 0.70 

41自由民繊細の発展lについて

7.二つも l政:iiができiE会の開設置こそなえたのだかム獄&的な還動だと~~ぅ . {B) 120 U3 J.4Q 0.80 

ィ .ζの~t.はなんとなく儀後まtーつの E とをつh白き返した運鈎だと.l!!. ぅ. (C) 062 且13 0.82 凪36

ワ.aibやI!還の復元を実現きせよう主した，"#t;tiからとうぜん長後まで主~It発展 l..tt 0.1¥7 -110 -fl.H 0.60 

とtぅ.(D) 
I . 強い取り し まりでさめの勢いがおとろえ たから .始めからも・っと強く~りしまるべき -069 _ 0.9 '3 

1・Aつ1tr jU，う .(E) 
ォ.せ『か〈政党をつく町ながらも.1，'1' 1!l! '~'J れをし~f')名 j亀で暴動をお ζ した円 したとと 136 1 ) 6 0.93 

~.お しいと黒うの

主|自州酬の側lについて
7 ， íS1舎の周忌ゃJi.日本音箆憲法の制定など .JIl~の民主化に大付影響掛えたと偽(B) l.4S 1.63 L30 

.(.どんな長いIUU'.r，ろうともd:特区反対した9批判をするととはよくたいと，Ii!.ぅ.(E) L2 ~ -1.56 

ウ . ζ の.tlJ民よって ， 政治ががらfJl:ヨ III平等~@1事するようになったので ， 影響健太 00 住II 也25I 0.90 

きいと昆う.(D) 

エ.なんとな<.日本の敏治によい;;響を与えたと l~ぅ . (C) 0.80 O~ 3 

ォ ，日本を近代国家ιー歩近づけたのだから ，と の12~骨の中心となっτさのた人は偉いと 142 1.53 1.55 1 1.I3 
患う.(A) 

E 殿町治と叶自由民縫運動|は

7.自由民俗l!l識はなんとなく，よい怒鋤記とJ!l.ぅ. (C) 109 1 L51 L17l 113 
ィ，雌酬をめざした倒的な政治甜功例良主化に大きな影響を与えたと思う.(B) 1..15 I U31 UOI 1.16 

ウ，とのような運動は.危綾なj号、箆による反政府鈎なI動だから翠fOl't社会をみだ寸よく 1.31 I -1.56 由1.551-073 
ないζとだと思う. (E) 

エ，JI治の民主化が.tういうlil'lによって進められたのたから議会峻泊をたい世つにし 113 III I 1.00 I LOO 

なければならないと見ぅ. (A) 

オ.i!i民のg白や権利を目的Kした運動だから .1べτが立派に行なわれた運動だと忽う. 也26 1 0.%0 1 且27I 0.30 
(D) 

とのA.B.C.D.Eの内容をもっ各意見に対して，それぞれ肯定，1l:r%:の方向がどのようであ

るか， 1 2表iこ基づいてブロフ tノレをえがいてみると?図のようになる。

q 習 自由民権運動
をう，，.う ~うれ どちらで そう怠杭い れ 尉班、

1 • IIHi滋疾走立の意見をのも主鉱lについて 強〈

2 . I i'I肉 R~..r tl 1)広ま r IにつJて ， ， 

， ， 

3 .11刊の的精運動R:i~する取りしまり lについて 〉

4 .1自由民権i運動の発展|について

5 • I自由民綾逐動の影響|について

品.I Fl!ll ft亙亙|舗として
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⑦ ，文主主記述の場合には，自由民融動の起こり，糊， 影響などを答鋭的に述べたものや建設的な見

解ちょ述べ'たものが寂ーも i計三~ 才1 ， i!1i効を否定する異色干は存主主され全体と v てl''t肯定的 ，総務切な窓見

であり，政治1こ対する態度としては好ましい反応匂向であるの

中図のプ四フィーノレにみられるように常定の強さの}国11.， 巡動の起こり p臨盈 ，影響などを答綴的に

述べたもの， 8の批判自守，建設的な見解を述べたもの， Cのなんとな〈という見方を述べたもの， D

の連政Iを突しい完全なものとして考えた見解を述べ

たものの版であり .Fの運動の反政府的 ，批判的言

動を否定した見解は否定される。また ，とれを偲へ

的tこA，B，C，D，Eのうちどのような般に肯定

しているかみると 13表のようになるのこれまでの

検討では巡勤の性桜定意味づける経象は関係つ内けよ

うとしない傾向があり，イメージも美化されていた

傾向を示していたが，このように統括した文主主で相

対的なj原でみるとDのl阪位は低〈一応正しい受けと

め方，見方をし℃いるといえよう n しかし ，1 3表

に見られるようにDを強〈肯定している者もかなり

多く，また 1のタイプの中にも巡芸誌の性格に対する

批判的見解にtt宵定が努かったり ，これまで検討し

てきた問題点E受けとめ方や見方にも影響してきていることは，これから検討したい。 しかし全体とし

1 3表 自由民権淀動

亡……一 13117; 3 

てみるときこの巡勤の経過や影響を客観的に認占うるとともに民主政治を理i重していこうとする政治に

対する態度としては好ましい反応、傾向である。

⑦最も強く肯定された意見と 白定された意見をみると学習指導におけるコミュ z クーシヲンの影響が

認められる。

最も強〈背定さt抗意見は2のB.北海道から九州までの範囲でいろいろな職業の人が参加したか

ら全国的な淫動と思ヨ，という意見で次が 3のA ftJs(府の取りしまりに負けず自由のため信念をもっ

て行動した人は偉いと尽かという意気でああ。支た員をも強く答定された意見が"とのような遼2誌が全

国的に広まることは政治をする人が殴るからよくないと息ぅ，という意見である。この点は前の衡の

イメ ーヅ形成の問題で述べた生倣β特に強〈感じていた .~tは北海道から南iま九州まで，あるいは

'民権遼動をした人たちが豚絡にぶち込まれたがという表現のコミユエケーシヨンがととでも影響し

ていると言ってよかろう。したがって非常に具イ本的な樹墳の大きい表現や情緒的に訴える表現はイ

メージ形成や歴史事象に対する見方，受けとめ方にも影響するというととになるし，fi.函 ，中学生は

このよラなコ芝ユエケーシヨンによって事象に対する考え方が左右されやすい傾向をもっといえるお

0) BO客観的減述に対する反問向は.概念形蜘こおける生徒の認識と淡い関係をもっている。ま
たとの尻町、と他の内容の反応との相関を見るとAやCの内容に対する反応と柑憶があるの

宵定の強いBの叙述は，生徒が概;念jf長成の過程‘で関係づけようとした者の多かった，経過 ，結来など

の史笑を概括して迷べたもので，現象的なとらえやすい突笑である。したがってこれを強く肯定した

から深い歴史認誠心立った反応であるとはいわれないが，学習を通しての認識の傾向がここに反狭き
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れているというととができる伶との中で， 3の庁の集会条例 v新凋条例に対する待定の反)t，が弱いの

は s 集会条例や新開条例をt~， した と いう ととがわかったとしても，それが~主的であるか，ないかと

いう判断がうまくつかず肯定も弱まヮたと思うが意味をじゅ うぶんは援していないことに原因があろ

う。 ζのBの内容に対する反応が他の内容に対する反応、とどのような関係になっているかみるため，

他人男IJIこ尺度債の得点換算したものを内容毎に集計して相関係数仕出して見ると次めようになる。

A C D E 

B 日 44 8 o . 4 5 5 o .日 25 一 日 .3 9 9 

BはA.Cと高くはないが相関がある。6鵠ずつ集計したもののキ欄 であるから，相関は低くなるわ

けだが，だいたいの傾向としてBを背定した者は ，)釜動に対する批判的感設的意見を常定し ，また ，

なんとなくよいと いう意見をも肯定している傾匂を示しているの E との相雪~i(li負であり低いのは8の

内容として遂動の;意義を肯定しながら，これを否定する見解を否定できない非論理的な反応を示す生

徒が一部存在したからであるの

① Aの史勲ふまえた批判的，齢的な見解を述べたものに究守する反Iむを検討すると ，その時代にお

いて~象'5:"見，批判することは容易でない1頃向がみられ，特に下位1ifーにおいてそれが馨しい。

1 0 jgJ 

Lオ 紛らしい怠怒をくみ入れて .政治を改めよ号というiF.義感を感ずる。
Eイ ただ政府のやqかたに不演をもつだけで参加した人も辛いから， ζう
いうととliti維なものだとj思う@

3ウ 政府の取り しまりに負けず自白のため信念をもって行動した人を偉い
と思う。

4.オ せっかく政党をつ〈りながh• f'中他者iれをしたり各地で暴動をおと し
たりしたζ とをおしいと.~ぅ。

5オ 日玄を近代国家丈一歩近づけたのだから， ζの運動の中心となって進
めた人は偉いと.mう。

6.エ 政治の民主化が，とういう運動によ勺て進めhれたのだから議会政治
をたいせつにしなItればなちたいtMl.ぅ.

Z1J 

Aに関する内容についての反応をよ中下位群}jljにフ・ロフィーノi寸こして示すと上図のようになるの比較

的肯定の強きが弱いのは ，民権運動の性絡を批判的に述べた 2のィや 4のォであったが， 4のオは下

位群治、~Iこ肯定度が低いからで品うる p また， 6のエが肯定度が低いのは s下位苦手と中位群が肯定度が

低いからである。 2のイが全体として肯定度が低いのは;前の節の緩念形成で検討したごとく，との

運動に参加した人たちが不平土放や ，良民たちで，それらの人kは地租改正や ，俸殺の処分などに対

する不自脅から参加した者が多いととに対する理解の不じゅうぶんな点がことでもあらわれたものと考

える。自畠民権遼動の場合，自由や平等という価値に影響され?どうしても美しく考えがちになるが，

それを批判するには，その時代の史実の上にたってヨ考察することが必要である。しかし，生徒にと

ってはとのような歴史的に思考することが不じゅうぶんであるということができょ う。

①批判的にみれない反筒， Dの自由とか平等，民権ということから，ただちに美化して述べた見解を

肯定する者がかなりあり，史実に即して，時代において考える思考傾向が乏しいことを示しているn

p国のプロアィーJレでは平均値が中央によっているので.fR.応の分布によって ，Dの中の 2， 3を検討

すると 14表のようになる。

-3宇一



1 4表

2 .ウ 自由ゃ国民の権剰を願う遥言動ならいつ 4 .ウ 自治や国民の格別を実現させようとした

でも苦労しなくても人hの笑足立をえら 遂動だからとラぜん最後iで立派に発展

れると思うの したと忍うの

~ +2 +1 。-1 -2 計 十1 。一1 -2 言十
上位群 1 5 5 1 2 1 1 3 0 上位.2手 5 8 ι ? 4 ~D 

中位群 4 2 2 1 4 18 4 0 中位鮮 6 4 1 2 12 6 40 

下位若手 4 8 5 ? 4 30 下位君主 7 1 1 ι 5 30 

言十 ， 3 10 35 33 t 0 0 計 1 6 23 24 26 1 1 1 0 0 

5 .ワ ζの遂言誌によって政治が，がらりと自 5 .ア 自由や国民の権利をロにする人たちなら

出平等を尊重するようになったので， それを取りしまるのはよくないの

影毒撃はフてきいと思うの

l十2 十1 。-1 -2 計 十2 十T 日 一1 一2 計

よ位鮮! 4 1 1 8 d 30 よ位若手 1 1 1 0 6 3 。 3日
中位群 10 1 3 5 5 ? 4 G 中位若草 ? ， 4 ? 6 2 40 
下位苦手!1 1 1 2 4 。5日 下位詳 5 1 4 7 2 2 3D 

言十言十 ! 25 36 t 0 14 15 100 25 38 22 1 1 4 1百日

とのよ うに ，反応は分散し.自由，平等，民権というと とから述E命令完全な ，立派なものとして，と

らえようとする傾向があるa これ，ま，前の節で検討したどとく学校放送の影響や， 遼露bの背Eまなどの

王室解函難な点もあるが ， ~動の鐙史的影響や，自由民権という価値的のととばから表面的なとらえ方

をして， 歴史の流れ』こ位霊堂づけ，史実に即して見ょうとする思考態度が火けているという ことができ

るのしたがって，政治に対する社会的態度の簡では好ましい反応傾向を示しているが ，歴史的な思考

態度としては不じ申うぶんな反応傾向を示している。

① 下位制，上中位群に比べ糊枕叙述や ，批判的 ，建設的な見解には械が弱い反面，民権樹

を否定する見解iこはあまり否定せず，このような意見を弁別して-'t-I.断する知見が乏しい。

すでに見てきたように下位群と上， 中イ立群とでは背定の強きがかなり異なるが， Eのような民権選

動を否定する見解を述べたものに対しても，次のような傾向がみられる。

1 1図

Lウ 政府に対して‘ 反対したり， 批判した号するζとは危険な考えかたで
よ〈なし、.

1オ ζめような運動が .全信的に広まるt.，f: 1'1政治をする人が国るからよ
くないζとだと患う。

3イ 政府に反対したり .批判したりする人々 は.も q ときびしく取りしま

るべ者だと思う a
4.エ 診し、寂りしま0でi聖書jの勢いがおとろえたから ，始めからもっと強く
取りしまるべきであっ允と思う.

5. -{ どんな良い~，があろうとも政府民反対したり批判をするととは・ よ
くないと患う.

6ウ ζの Iうな llR聖Jtl.危殺な終息による反政府的な運動だから平和'f~社
会をみだすよくないととだと思う。
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反応の傾向は全くひとしいが，その否定の程度は異なる。社会的態度には，価値あるものとそうで

ないものを介万l片る判断力を含み ，それを「知見」と橋本震治は述べているがそういう意味では下位
" 什5)

群は知見が上中位群に比べて劣るといえよう。また， 4のエが上中下位群がともに否定が弱いのは，

3のイとともに民織運動は否定しないが，いっぽう政府に反対したり， 批判する行為を取りしまるの

は国としては当然であるという意識もほたらいで否定が弱くなったことが考えられる。このEの内容

に対する反応と他の内容に対する反応の相関をみると次のようになり.A . B.8とは負の相関であ掛1

A 

E -0.230 

B C D 

-0.399 -0.293 D • 1 4 6 

f長い相関であるから自由民4総選動に関するA.B.Cの内容をもっ個々の意見については曾定しなが

ら逐動を否定する見躍を肯定したり，その否定のしかたが弱かったりする者が一部存在するからであ

る。

⑦ 20叫ージと2件オこ例示した生徒がどのよ うな受けとめ方や見方をしているカゆると 15表のように

なり，理解， 思考 ，ステレオタイプなどが影響している綴子がみられる。

1 5表 i Aのタイプ=M.Y 明) Bの州;プ=M.S (女)込p

E 

2 

2 

2 

A B ! C ~ D E IA IB C ID 

1 .民選議院設立の意見書について + 1 3 十 2 十 2 十 1 ~ + 2 
2 ，自由民権選磁の広まりについて + 2 +2  自 +1 +11 十 2 自 i+2

3 ，政府の取りしまりについて +1  十 1 +2  +2 -2 +2 + 1 。+2 
4 I 自由民権霊動の発展について +1 日 -2  +2 + 1 。
5 ，自由民権塞3誌の影響について +1 -2 -2 。十 2 +1 +1 。
6 ，結論と しての自由民権遂動 +1 。-2 + 1 +2 +1 +1 ・十

m 

Cのタイプ=K.H (女) Dのタイプ=M.N (男)

十 2! + 1 1 .民選議院設立の意見書について + 1 十 1. + 1 +2 +2 十 2

2 ，自由民i儀遂動の広まりについて 。+2  +1 。。+1 +2  -2 -2 1-
3 1政府の取り しまりについて + 2 十 1 D 。 。+2 +2  。。一
4 .自由民権i霊動の発展について +1 十 f 十 2 +1 。+2  +2 + 1 
5，自由民4総墨動の影響について +2  十 1 。+2  十 2 十 1 -2 一
6 I結論と しての自由民権遼勤 ート 2 +1 。+1 1+1 。+2  + 2 I十 1 -2 一

内乙

n，
&

《

4

2 

2 

+2=そうJ思う (強く) + 1=そう思う (少し) 日=どちらでもない ー 1=そう思わない

(少し) -2=そう怠わない(強く)

M. Y.は学奮を通して獲得する知識が少なく，紅色がいつがも，教科書にあったから，という理由

で断片的に事象をとらえていたが ，事象tこ対する見方として，客観的に述べた見解をときには否定し

民篠選動を否定する見解には肯定したり否定したり確定性のない矛盾した見方をしている。思考力の

ないζとが強〈影響しているであろうの M. Sは学習前から，自由という 意味から連想的に事象を関

係づけようとし ，学習を返しては表面的にとらえやすい事象を，今回学んだからというような遠出で
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関係づけようどする。との紙袋 ，A，Biこはやや弱い肯定を示すが，ぞれ以上にDの美化した完令なも

のとするJj1，惨を肯定する。理解の不じ争うふ・んとステレオタイフ・からくる見方を1J'しているといえるo

K.日は上位務で，時代的なと九え方のできない意識傾向を示していたが ，DやEを否定せず ，どちら

でもないという意見であり ，客観的に述べたBの見解もそう強い肯定とはいわれない。歴史的な思考傾

向がまだ不じゅうぶんである ζとや ，やはりステレオタイプの強さを感じさせる。 M .Nは柔軟な理解

のしかたを示していたがA.Bを強〈肯定し ，c.nを否定するという歴史的見方としても政治に対す
る態度としても好さしい反応傾向である。との調査では理解 ，忍考というものが鎗〈影響している結果

を示しているが，学宮内容に安する受けとめ方 ，見方となるとどうしても ，どう認識したかという濁が

強くでてくる点は今後さらに+錨サしたいと思っている。

(2) 日露戦争

日露戦争については次のAからBまでの五つの内容に都づ〈意見で調査を行なったs

A，日銀戦争を批判する見解を述べたもの 4問

B，日露戦争の原因 ，影響 ，に関する客観的な叙述と当時の日本人の心情を述べたもの 4問

c，なんとなくよいとか惑いというばくぜんとした受/tとめっちを述べたもの 4問

D，日終戦争を道徳的な観点から強く否定した意見を述べたもの 4問

E ， もっと戦争をしてでち積極的に発展したほうがよかったという ÝI~を述べたもの 4問

ζの結柴を自由民権運動と戸j様に尺皮篠に得点を与え.lf-均値を算出してみると 16表のようになる。

1 6 表 日露戦争

L|日闘争の閥|についτ 全体 上位群 φ位n 下位rr

T ロシTがifj)'ti.朝鮮に勢力を伸ばして日本の勢力をおさえようと したのが大きな原因だ 1.19 L53 1.07 100 
と.¥Rぅ. (B) 

イ そのとろ， ~~習が弱い信に努力を伸ばそうとして争ったζ とがfl争のおきた重姿な原因 1.0 J 1.23 1.15 0. 7 0 
iH.1!ぅ.(A) 
ウ たとえ昔であっても，またどんな受命でもすべτ話し告いで解決しなか勺たEとは絶対 0.37 0.93 也7S 0.83 
惑いと考える。 (0)

エ 殺争は惑いととだから原因もなんとなく怒いと思う.(C) 且05 0.20 -0.25 -110 b 
オ Riドが大陸に進也するために .もっと磁極的にロシT健二被争をしかけたほうがよかった -1.10 目I.5Q -1.25 -0.50 
と患う.(E) 

Z|日報今における被害(死傷者)|について

7 たとえ普であっても ，またどんな純白でも人を殺しあう争いは絶対需品いと考える.(D) 1.3 5 1.4& 1.50 1.03 
イ 鴎が発展するという郎自ならどんなに事くの人が死んでもよいと思う.(El 一1.12 ー1.35 -I.RO -1.7 6 
ウ 人が死んだりするととは.なんとなく悪いと忽う. (C) 0.78 且90 也90 且50
工 戦争It患いζとだがそのEらの日本の人たちが母のためにq:命をすτて殺った気持もに 1.02 1.00 LIO 0.93 
心がうたれる. (B) 

オ 長径が発達するにつれて事くの死傷考をだすから隣it.が~tr伐 とJTI.和という ζ とがたい 1.30 1.73 uo 1.10 
せっHこなるとjtぅ。 (A)

1 I日審議争の結果|釘土がふえて大陸へ発展した ζとKついて
r l#てる敬予をもっと串くして領土をふやしたりぬaを淘加したほうがよかったと息う.(E) -Ll4 -1.30 -us -0.56 
イ たとえ音のととでも戦争による発援はぜったい!.ぃιとだと思う.(0) 0.62 0.76 O. ~ 2 0.4 6 
ワ 鍛争にj書っτ日本が発展した ζとがなんとなくよいと忠う侠 (C) -0.09 時 0.30 -0.27 o.H 
エ 日 ;本の ÎoÎI~;発返し . ~際防魁位が嗣上 したのは， ζのよう危戦争による ζ とが大きい 1.26 1.33 1.21 1.16 
と怠った.(B) 

オ その E るね世界的に . 強医が羨い国を~せいE発展したのだから ， そのような時代をこ L 54 1.63 1.65 1.30 
度とくり返さないようにしたい.(A) 

4 結論としてlE制争|については
T 強閣が弱い露をぎせいにして発展した時代の較争で ，とのような時代を〈り返さないと 1.62 1.10 1.70 l43 
とが車砲にとってたいせつである.(A) 
イ たとえ昔でも卵白はどう晶ろうと日露鞍争は鞍争である以上絶対悪いととだと思う. (0) 0.59 nH 075 0.5 ti 
ワ 鞍争という名がつくので.なんとな〈惑いζとだと持、ぅ。 (c) 0.10 0.30 o.oO 0.26 
エ そのとろは，cのような磁争をもっとどしどし行なっτ，もっと!Iit極的に快感し主縫う -l4 0 ーUb -1.41 -1.33 
がよかったと思う. (E) 

オ 日本が大陸に進也t- . ii!~的~伎を高める上にきわめて大含な影響をもたらした議争だ I.H L56 LSO 1.23 
と思う. (B) 
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A，B，C，D，Eの内容E出こプロフイーノレを巻いてみると 12図のようになる。

1 2図

1. I日露戦争の原因IItついτ

2. I日露殺争の強客!について

そう思う
強〈

3. I日露戦争の結果.領土 |
!ととについて

がふえ大陸へ発展した E

4. 1日露戦争について|給鈴として

そうE、う どちらで
少し もない

， 
，，--

，〆、__c 
、、

そう.!llわない
少し

そう怠わない
ぜったい

ヲ二
① H露戦争こ対する批獅最も肯定され， 戦争をしてでも概抑こ発展すべきだという意見叫 べた

ものが最も否定され，全体と しては批判的否定的である。

肯定の強いl阪に見ると， Aの日~戦争を批判する意見， BのJ反閤，影響に関する級住 ， Dの道樹告な

観点からの否定 ，Cのなんとなくよい，惑いというばくぜんとした受けとめ方のl願で ，Eの当時はも

っと戦争をしてでも積極的に発展すべきだ，という意見は必定される。日銭戦争については当時の国

際関係を示す事象を関係づけられず，戦争の原図を拶維なものとしてとらえない綴向が見られたが，

とのようにその時fto傾向を:慨指して批判する文章表現として他の意見とならべると強〈肯定される

のは，国閥劉係をじゅうぶん湿解して反応したのでなく，現代の立場にたってその時代の戦争を批判

する表現であるから肯定が強かったと考えられる。さらに ，道徳的な立場から強い戦争否定を生徒が

穏当強〈肯定している点からも生徒なりの現在における価値観の上に立って日銀殺争をお開j的 ，否定

的に考えているといってよい。いっぽうでは，この戦争による日本の大態進出や国際的地位の向ょを

客観的に認める反商，他方でほ現在の価値観によってこの戦争を批判し否定しようとする傾向を示し

ているわけだから戦争に対する社会的態度という 簡で見るなら好ましい反応傾向jであるといえるが，

現在の価値鋭によって歴史事象を考えようとする問題を含んでいるので，この点は後で検討したい。

⑦生徒が最も強〈肯定した意見や否定した意見を見ると ，戦争に対する批判的意識と同時に， 学習指

i与におけるコミ品ニターグヨンも影響していると考えられるの

最もマ-均値の高い意見を見ると 4のA ・強国が弱い国をぎせいにして発展した時代の戦争で ，とのよ

うな時代をくり返さないことが平和にとってたいせコである，で，最も強く 否定された意見が'国が

発展するという理由ならどんなに多くの人が死んでもよいとJ思う，という怒見である。生徒の戦争に

対する意識が強く反映されていると同時に，学習指導におけるコミユエケーシヨンの中で'日本の戦

死者ばロシアの約2倍，というととを最も印象強〈受けとめた生徒が多かったことを考えると， 戦争

に対する窓識と，指導の影響とが重なって反応していると考えられるのもともと ，このような表現に

強〈感ずるととはそれを強く受けとめる潜在的な，器援があるともいえるが，それをさらに強める刺激

として ，戦死者， 戦焚の統計，与謝野晶子の誇などプリントして指導したととも影怨しているであろ

う。自由民権運動の場合でもそうであるが，具体的な，しかも情緒的に訴える説明は ，その事象に対

するイメージや考え方に盟問?を与えるわけだから，何をエピソードと して話すか，どんな資料を提示

するかという選択は単に知識車対だけでな〈次元の異なった解釈， 評鮒{Jl孤Hにもひび<1重室妥な問題である。

③ 生鵠徒が紙蹴念形蹴成においてとらえやす打治、つ叱た戦蜘争の哨結来鼎恥lにこ関附する持撃撒象恥を客観綴的恥iにこ叙縦述しし比たたも初のよJ:Iり守1)

争に対する批半判IJが強〈下脊守定されるがその中では原因をj指批f北t判するものの背f定主が最も弱〈日露戦争をその

時代において見ようとする2意ま針F毅設が強いとはいえないo
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全体としてみるとき戦争による日本の発展を認めながら，いっぱう戦争を批判する好ましい傾向であ

るがきらに，その批判を検討すると原因に対する批判の街・定が弱く，現在の平和という観点から批判

を述べた表現に対する肯定が強いc 戦争に対する批判的意織を伸ばすことは社会科の自的であるから

好ましい反応の傾向であるが一面歴史学習は事象の因果の速鎖をあくまでもりプルに追求するもので

あり ，その結来として生徒なりに考え方見方を深めるものである。したがって戦争に対する歴史的認

識が深まっているとするならむしる原因に対する批判にも強い肯定があってよいわけであるがこの肯

定はAの中では 13図のように弱い傾向があるn そして，これはまた下位群ほど蒸しいの

1 :3濁 一一 上側一一中側 一 一下位~

Lイ そのζ~ .強国が!liiい箇に勢力主伸ばそうとして争吋たととが1旗争
のおきた!fi嬰な係国だと患う。

そう国う
強〈

どちらで
もない

ー一→1オ 兵器が発速するにつれて多くの死傷者を出すから姥ft由li!i.なほど事
ねというととがたいせつになると思う。 6Lj 

E二
1オ そのとるは世界的に.~~自主:弱い国をぎせいに発展したのだから.
そのような時代をこ皮と〈り返きないようにしたい.

t T 強f~h;;弱い留をきrせいにして発展した時代の駿争で ， ζのような時

代をくり返さないζとが平和にとってたいせつである.

自由民権選動の場合，その時代の史実にIIPして批判|することが容易でない傾向がみられたが，日露戦

争でも現在の意識から批判するととは容易であるが，その時代において批判するととが容易でない傾

向がみられるわけである。また， とのAの内容に関する意見と他の内容に闘する意見を見ると次のよ

うになり ，この肯定の強い者は ，日露戦争の原因 ，影響に関する客観的な叙述を肯定し，反函，当時

B C D E 

A o . 5 83 -0 .・ 86 o . 2 4 7 -0.570 

ばもっと戦争をしてでも発展したほうがよかったという窓見を否定するという傾向を示している。し

かも，なんとなくという受けとめ方や ，包露戦争当r道徳的な観点から否定する内容に対する反応とは

相関がないか，低い棺闘であるから一応好ましい傾向を示しているといえよう。

①戦争に対する道徳的級点から否定しようとする意識が過去の隆史事議に対しても強くはたらいて日

露戦争も道徳的な観点から否定しようとする意識が強い。

1 7表 日露戦争

a 上 中 ・下

1 5 1 5 

2.A.B.D.EくC 2 2 

2' A or B=C 

3.A.B.C.E<D 5 6 5 

ゲ A or 8三二D 8 1 6 ι 

4.A.B.C.D<E 

5 . A二 B=C=D=EI 1 t 1 

計 I3日I4日 3 0 

計
「

4 5 

4 

自由民権運動と情j蜘 こ，他人毎にどのよう

な内容に食も強<~定しているかみると

1 7表のようになる。 1のタイプは一番多

いタイプであるが，道徳的銭点で否定する

見解に最も強く肯定している者もかなりお

りAまたはBと同じ程度に肯定している者

も合わせると 1のタイプとほぼ同じになる。

そして，これは理解状態とは関係なく上

位鮮にも多いc近代という時代であるとと

と相ま って機争という援史事象に対する生

徒の貝方を示しているといえよう。

Dの道徳的観点からの石疋に対する反応を上中下位野別にプロフィールに替いてみると， 4図のよヨ

になる。
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1 4図

Lウ

2.1' 

1 -{ 

1. .{ 

たとえ昔で串っても，またどんな理由でもすべて訴し合いで解決

しなかったζとは絶対悪いと考える。

たとえ普であっても，またどんな毘由でもλを殺しあう争いは絶
対惑いと考える.

たとえ昔のとと"tb戦争毘よる発展はぜったい患いととだと思う.

たとえ昔でも理由はどうあろうと日i路較争は慾争である以上絶対

悪いと主だと思う。

そうjまう
強〈
砂ーーーー

'一
トー

← 

/ケ
¥1¥、
~，' 

どちらで
もない
・4

→ 
J 

-' 

一一 上側 一ー一中位群 一一下位el

2のアや3イは肯定が比較的強<，また上中位若手ほどその傾向が強い。普のことであっても道徳的

には惑いことだとする意識が強いわけである。しかし過去の笑際あったことに対して，道徳的に否定

しきれないものがあるという意識もはたら くようになっていることは .1 ，ウや ，4 ，ィの肯定が~

いことによってみられる。

しかし，まだそのように歴史事象をリアルにみつめようとする意識が不じゅうぶんであるから 18表

のような反応分布になる。

1 8茨

たとえ管であっても，まだどんな理由でも

すべて話し合いで解決しなかったととは絶

対患いと考える。

上位群

中位群

下位群

計

+2 

1 0 

守

1 2 

.3 1 

+1 

1 .3 

2口

， 
4 2 

。-1 - 2 計
2 5 。 3 0 
5 8 。 4 0 
5 4 2 .3 0 

8 1 7 2 1 U 白

たとえ普でも理由はどうあろうと日露戦争は戦

争である.I;，lと絶対惑いととだと思う。

上位善寺

中位隣

下位若手

針

+2 

日

8 

5 

2 1 

十 1

7 

2 1 

1 4 

4 2 

。-1 - 2 計
7 7 .3 0 

5 5 4 0 

4 5 2 .3 0 

1 6 1 7 4 100 

との反応を見ると ，結論として日露戦争は戦争である札上絶対惑いという見解を肯定した生徒は。 s

名で戦争に対する現在の価値意斡で ，過去の選手象事rとらえようとする傾向が強いといえよう。土位群

の中の一女生徒がイメージ調査における感怨で「犯は戦争はいけないことだと思うしいやだ。 しかし

その当時は今と逮ったいろいろな条件や理由がある.tfのことを恐いというより ，そういう理由など

考えることがたいせつだと思う。」と響いてあった。このような現在の価値綴と切り様して ，歴史事

象を歴史的存在としてリプルに見つめようとすることは，中学生の発達段階では無理な点もあろうが

歴史を学習する態、度としては電婆なことである。ネールが「父の引こ誇る世界史Jにおいて 「現代の

標準で退去を判断するととはできない。これはいうまでもなくだれもが認めることだるうJと述べ，

さらに「集きていた人を理解するには，彼の周鴎，彼をとりまいている環境，彼の心を満たしている

忽念を理解しなければならないJと言っていることを，そのまま中学生に要求することは総理として

も，司王象i'時代の流れに位器づけて，当時の国際'情勢の中に考えさせる指導上の配慮が箆.a的な思考

態度形成には非常に重要なこととなってくるわけであるの

①下位制，自由民機運動の場合と岡崎こ，客観的な蹴や戦争批判こは肯定の反応が弱<， Eのも

っと積極的に発展したほうがよかったという内郡については否定の反応が弱い。歴史に対する認識が

浅いこととこのような意見に対して弁別し判断するカが劣るといえるむ
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この点は自由民権漣動においても見られたことであるがM露戦争も向様に， Aの戦争に支付る糊j

は 13図tこ見られるようによ中位群に比べて肯定度が低い反函， 1 5図のようにEのもっと戦争をし

てでも発展したほうがよいという意見の一部については上中位群に比べて否定度が弱い。さらにその

内容を検討すると3，アtこ対する否定は上中位喜科こ比べて低いが ，同じ意味の結論としての 4のエに

ついては上中位岩手とあまり変わらない。戦争をして積樹比発展したほうがよいという見解にときに

は背廷し，ときには否定する非論理的な者や，どちらでもないというととるに反応する確定伎のない

者がいるからであるの

1 5図

1.晴 日本が失後に進出士る衣めに.もっとl1i極的に百"17に畿争を?
しかけたほうがよかったと思う。

2ィ 図が発展するという箆由ならどんなに串〈の人が死んでもよい
と思う.

3. 7 勝てる滋争:tもっと串〈 して領土をふやしたり輸出を増加した
筏うがよかったと患う。

金 玉 そのとろは， t.のような滋争をもっとどしどし行なって.もっ
と績を五的に発展したほうがよかったと思う。

どちp，で
もない
r 

そうIIIおない
少し

そう設ない

コヶ
Bのような客観的な叙述に対する肯定が~5jいのは ， 歴史事象に対する認識が浅いからであるが，それ

だけでなく ，文章記述に対する読解力， 弁別し判断する能力などいろいろ総合されたものの絞果と考

えらhる。

なお，とのEの内容に関する意見の反応、と他の内容に対する反応の相簡を見ると次のようになり

A B C D 

E -0.57 -0.08 -0.03 一日. ~ 8 

Aとは負の;ffi閉があり ，他の内容とは負の相関となるが， Dを除いて非常に低い。 日露戦争を批判

した者は戦争による発展を否定したととになるが道徳的な観点から日露戦争を否定しよう とするもの

に対する反応とあまり棺関がないのは， EとDの両方を否定する者があるからであるロとの調査にお

ける反応は， AとEは.中目反している傾向がはっきりしたわけでがI者を肯定し，後者を否定する方向の

反応が多いから戦争こ対する社会的態度と しては好ましい傾向を示しているわけである。

①なんとなく慈いという見解には，肯定，否定が分かれるが ，これを肯定している者は .戦争という

概念を媒介にして否定的に日露戦争を考えようとする傾向を示している。

日露戦争のl原因， 結論と しての考えを述べたものに対する反応の分布をみると次のようになるo

i9表 1 ，戦争は悪いことだから原因もな 4 ，ゥ， 戦争という名がつくのでなんとなく

んとなく惑いと思う。 主義いととだと思う。

+2  十 1 。- 1 - 2 計 1+2  十 1 。 -2 計

上位群 2 1 2 8 6 2 3D 12 4 5 6 3日

中{ft詳 1 3 14 10 2 4 0 中位群宮 1 4 ? 1 3 2 4日

下位群 日 12. 7 8 る 5日 下位群 2 1 3 7 7 30 

計 5 五7 29 24 7 1日O 計 7 39 2日 25 9 100 

これは，縞，①で述べた日露戦争を歴史事象として考えるより，戦争という現在の考え方でとら

えようとする傾向を示しているわけであるが，これはまた自由，平等ということで涯史家重量を美しく
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とらえようとする傾向と相i通ずるものがある。そしてこの傾向は，自由， 平等，戦争という意味が媒

介過程にはたらいていることを意味し，それがよいとか悪いという問題でなく，ある価他的:な意味を

もっととばが媒介する場合には，歴史事象を史実に即して考えず，とればよいとか悪いとか簡単に割

り切って考えようとする傾向な示している"

以上，自由民権遂動と日露戦争の意見調査の反応繍向を見ると，その原因.晶~ ， 影響に関する客観

的な叙述に対しでは阿者ともに肯定され，そのE有者の反応のヰ醐をみると p ロ.5 6 ~となり相関もあ

り，事象の原因，経過，影響に自書する比較的とらえやすい側面については客銭的に考える反応傾向を示

している。しかし ，その批判的な菌についてはともにその見解を背定しているが， 日露戦争では現在の

立場からその時代制凶jする衆知こ対する宵定は強いが， 原因tこ対する批判の肯定は弱<，自由民権逮

動は当時の史実に対する深い認識がないと挑判できない而もあって， 民権遂動の中における肯定の強さ

はやや劣.Q傾向が見られた。したがって批判に隠する内容だけの両者の相関係数を討してみると，

o • 3 2 6となり低い相関である。また自由民権選動については，自由とか平等でただちにそれを美化

する見解を肯定する者がかなりあり，日露戦争については ，戦争ということで道徳的に強〈否定する見

解に肯定する者がかなりある。前者は理解状態と深い関係をもつが後者は理解状態とはあまり関係のな

い反応である。しかし両者に共通することは経夫事象を解釈する場合，媒介過程に自白，平等，戦争と

いう価値的な意味がはたらいて，歴史事象を歴史的存在として，時代Q.)流れに位置づけ，史突に却して

考える態度がまだまだできていない傾向を示しているの Cのなんとなく，というばくぜんとした受けと

ゐ方についても，自由民権篭製Jは，なんとなくよい ，という受けとめ方をしており g日露戦争はなんと

な〈惑いという受けとめ方の傾向を示し ，とれも前に述べた，自由，平等，戦争という概念が媒介にし

て考える傾向を示しているといえる 伶ま た自由民織~動を否定しようとする見解ゃ，戦争をしてでも積

議的tこ発展したほうがよいという見解は両者ともに否定の反応が多いが，否定の強きが概念の性格によ

って呉なり，その相関係数をみると o• 374で必らずしも相関があるとはいえない。また上 ，中 ，下

位群別に見ると下位春季は， よ中位群に比べて肯定，否定の強きが弱〈平均値が中央によるのとのことは

反応する場合，判断の基になる歴史事象に対する認識が浅く，事象の意味をとらえられないことや，文

煮に対する読解カ ，述べられた見解を弁別する能力などが影響しているというととができる。全体とし

ては、その概括的な原因，総昼，影響について客観的に認め，さらに，自由民格鑓動については建設的

に受けとめ，日露戦争については批判的に受けとめようとする傾向が認められ，社会的態度という廊か

らみるなら妻子ましい反応宏示しているといえる。反面，その時代の史実にそって1J:11I'-Ijすることは容易で

なく，史笑広島Pさない美化した王寺えをもヮたり，道徳的な観点から強く否定する者もかなり<51)，事象

をその時代に佼霊堂づけて史実に即して考察しようとする歴史的な思考態度はまだ不じ申うぶんであると

いえる。そして下位群ほど肯定や否定をする強さが弱く，あるときには賛成して，~うるときには同じ内

容を否定したりする非論理的な者や，認識の不じゅうぶんな者が存在している。また最も肯定された見

解や否定された見解を検討すると学習指導におけるコミユエクーシ gyの中で生徒の印象深く慰?とめ

た表現が影響していることが認められ，具体的なエピyードを話すこ との重要性を示している。したが

って何を具体的な資料として提示し，説明するかという教材選択が，イメージや意見に影響を及ぼす重

要な問題となってくるわけであるの
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5 総泉の要約

歴史認識が深まるとは事象と毒事象を多面的に関係つ'けて ，その歴史的意味をは鐙していくことにあろ

う。その認識の深まりを妨げている学習態度の問題点をは援すべく，事例的 ，予備的に行なった調査結

呆を考察してきた。以下にその結呆を要約し，今後の併究の方向について述べたいe

( 1 )概念形成過程において関係づけようとする歴史事象から見た思考の傾向

① 学習前において関係づけようとする事象とその理由から考建築すると，既有知滋 fたとえば板垣退脚

や生活経験からの類推(たとえば返動と新聞)などの他に，ことばの鼠持ミを媒介にして，事象を結び

つけよ うとする傾向があるo (たとえば ，両方とも政治に関係するから)とれば 9やはりなんらかの

既有知識がはたらいている商もあるが，一面，ある概念のわく (たとえば政治 ，自由)をもっ ていて

それに位置づけ，関係っ・けていこ うとする思考傾向があるといえよう。

① 学習を過して関係づ{ナる生徒が多くなる若手おま，概念に直接関係のある，表師こあらわれたとらえ

やすい事象や，その事象をi[接学習した時間内に提示された事象が多くなるのに対して ，毒事象を解釈

し意味づけるι必婆な事象や，吉舎に学習した内容で原因となっている事象を関係づけよラとするもの

が少ない。これらは理解できなかったという ことだけでなく，その背後にある意識定面接や反応傾向

から考察すると次のような思潮悦態度がはたらいているといえようの

ア，歴史学習に対する稼えとして，いわゆる史実を要約し項目的な失掃除として記憶しておこうとする

構え。

イ，歴史はいろいろな事象が複雑に続の自のように関係し合って発展してきているが，教科書の記述

も指導.計磁も，それをそのままとらえることは不可能であるから，政治とか経済，文化などにまと

められる場合が多い。その場合，前iこ学習した事象を前の時代のようにヨ考えて，現在学習している

事象に関係つ'けて考察しようとする爵裁が乏しい。

ウ，ア， イの結果として事象a'多面的に関係づけ歴史の流れに佐置づけて考察するのでなく，概念を

一つ一つ切り離して項白的な知識の集合としてとらえよ うとする構えがあるといえよう。

①関係があると判断した理由から附すると，だれが，加こをついて，なにをしたという理由昭

しく書く 者が多いが ，他の事象と関係づけて迎由を惑かなければならないときになると今日学んだか

ら，なんとなくという理由になり ，関係づけて説明しようとしない。学習観祭でも関係づけて説明し

なければならないときにあまり考えず「わかりません」と答えてしまう態ocがある。
①よ中下位群の函から検討すると，関係づけようとした事象は程度の差はみるけれども傾向はひとし

い。しかし .下位群は[謁係のない事象でも匙想的に ，あるいは、 なにかの印象に残っているもので関

係づけようとする傾向がある。また pなんとなく ，今回学んだから，とい う理由が下位鮮や中位苦手の

一部に多い。商援や記述内容‘で検討すると，ことほとしては受け入れて色窓!床をとらえられない。

したがって ，事象相互の関係がとらえられず断片的な脈絡のない知機となる。また ，学習に対する態

度に考えようとする意欲が乏しく ，ただば〈ぜんと教師の話を聞いている態度がある。いっせい指導

の中で ，彼等に意欲的に思考させる態度をつけるために，ただ説明を僚かせるだけでなく作業的な学

習を取り入れる必要があろう。

( 2 )イメージ調査を渇してみられる思考や感じ方の傾向性

① ( 1 )の(1)1ι述べた思考傾向と関連して ，自由民権運動の場合は既有知識と概念安示すことばの
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意味を主義介にして.学習古すから美化した完全なものとしてとらえようとするステνオタイプがみら

れる。それに対して，日露戦争の場合は戦争という意康が媒介にはたらき全体としては批判的，否

定的傾向であるが，評価的側面1こ関しては勝利の結果から肯定的にみようとする者と，被害の箇か

ら否定的にみようとする者の両者があり，反応の方向は自由民権選動ほど共通の傾向をもたない。

①両者に関係していることは(りの②に述べた J事象を広く関係づけ ，時代の流れに位置づけて

とらえようとしない思考傾向が，学習前のヌテレオタイプを修正できず，事象に対するi惑じ方を浅

いものにして，戦争の原臨を単純だと割り切ったり ，自由民権峯動を絶対視してとらえようとする

結果をもたらしているといえよう。

⑦学校放送のような概覚教材は生徒のイメージ形脚こは非常に効果的である。しかし，ドラマふ

うに構成されていたり，史実のある麗を強調するととになるから， ともすると生徒のもつメテレオ

タイプをますます強認する結果を生むとともありうる。補充する教;材や説明に配慮が必要である Q

①また指導における教師の提示する資料や説明が，具体的で 1怖が大きい場合や情緒的に訴える

場合，それが生徒のもつ興味，関心，価値意識に合うときには，生徒のその事象に対する考え方や

感じ方に大きな影響を与えている。

⑦よ，中，下位群と比較検討すると ，4靴下位制桝知識の少ないことや脚力的っていると

とと関連して 3情報を受け入れ.イメージを形成する感じ方がにぶい。それに対しよ位群は，既有

知識や遮想などにより史実に即さない先走った判断をする危険性がある といえよう。

(3)学習量産:における意見調査を通してみられる歴史事象の受けとめ方，見方の傾向

⑦自由民協動については肯鋤建設的同体対する反応が強いし，日露戦争については捻倒的

否定的た見解に対する反応が強<，戦争とか政治に対する社会的態度の形成という留では好ましい

反応傾向を示しているといえる。

①しかし，現在の掛からそれを批判する見解には強く反応しても，その時代の史実に基づいて批

事lするというととは容易セない傾向がみられる。

⑦また，自由平等ということで史実iこ即さない美化した見解を肯定したり，戦争ということで歴史

事象を強〈道徳的に否定する見解を背定する者が多いの論者は学習における認識の浅いことと， 自

由平等の笑現への努力というととに対する価値意識によるffIB傾向であり，後者は日露戦争への理

解程度(上，中， 下位群の)と関係なく ，現従の戦争に対する道徳的意識が際史事象に強く反映し

た反応であるa

①蛾が強〈肯定したり，否定した見解をみると，イメー:/形成に影響を及ぼしたコミユユクーシ

ヨンが歴史事象の受けとめ方 r見方にも影響を及ぼしていることが認められる。

①ょ，中，下位梯こ分けて検討すると，下位制ま俊史事象に対する認識の浅いことや弁別力の劣る

ことと相まって，背定，否定の態度が明後でなかったり， 一貫した反応をしていない。

むす び

との研究の最初に述べたごとく，認制邑穫は省略ー←補足一一事務成の過程が考えられ，との過程にお

ける主体のはたらさの根底に態度がはたらき，経験の意味を決定する ことを述べた。 ニューカムは， こ

のよラな緩験の意味を決定するはたらきを準加っく=関係づけの枠 (Frameof reference) 
(16) 
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とよび，どんな事物 ，事象，状況でも必らず「あるものJとの関係において戦断され，そのあるものと

して，先入観，ステレオタイプ，偏見 ，価値意識 ，集団規範などをあげ，態度の変容はZ易保わくの変容

がなければ変化しないと述べている ，このような観点から考えると，自由，平等の実現への努力とか
(17)・

戦争という社会事象に対する態度が，自由民権逮動や日箆戦争などの歴史事象を学習する態度にも影響

しているといってよい。そして，学嘗を通して，それに関係づけられる著書象を印象強く受けとめ，一面

では戦争とか議会政治に対する社会的態度として好ましい反応傾向を示している。しかし ，この傾向は

反面に歴史事象を客観的に因来の連鎖の中に位置づけて史実に即して考える態度が乏しいととと相まっ

て，史実にElPさない美化したイメージをもったり， 歴史謬象を道徳的観点から考えようとする傾向をも

たらしているといえよう。また，イメージ調査や意見調査に見られたヨミユニナーシ胃ンの影響もこれ

と深い関係をもっているといえる。

言語心理学では ，外からのととばによる刺激が個人や集団のいだいている価値や興味に関する場合には

受け手の事象に対する態度を大きく変える といわれているが，とのような傾向がこの研究でもあらわ
(18) 

れている。

また，歴史学習に対する構えという観点でみると ，その概念に直接関係し:表面的にとらえやすい事

象を項目的にとらえ記憶しておとうとする意識があり，事象を多面的に関係づけ歴史の流れに位置づけ

て考察しようとする構えが乏しい傾向が見られる。したがって，一面ではある事象を強〈銘記するが，

ー闘では前に学習した歴史事象を広く関係づけて考建築することができない傾向を示している。

しかし .&上のことは.2学級でしかも短期間の観察 ，磁接，調査によるものであるから，もちろん

一般化したものとはいえないの今後学習態度の研究を進める上での問題点としての仮説といったほうが

よいであろう eそして ，歴史認識を深める学習態度の形成という問題意識からは，事象を多面的に関係

づけ因朱の連鎖の中に位置つ'けて考察しようとする態度の形成が非常に重要であると考える。このよう

な態度が形成され歴史に対する見方が深まることによって，社会事長良に対する社会的態度も ，裂にはま

った考え方や単純な考え方から脱して，より深い歴史的な自覚に立った態度が形成されるのではないか

と考える。とのような点から次年度は，学習態度をさらに理論的に分析するとともに，上記の点につい

ての児童生徒の様態を長期間にわたり継続的に調査，観察し， J態度形成と学習指導との関係を追求して

いきたい。

あとがき

との研究にあたって，研究授業を緩当してくださった下記の先生，ならびにど協力をいただいた校長

先生，教職員各位tこ対しd心から感謝の意を表しますの

新潟市立東新中学校 藤井昭三先生

この研究を担当し，執筆した者は大久保正司であるの
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